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Ⅰ 学会発表

１ 日本老年社会科学会第57回大会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀５

２ 第20回日本在宅ケア学会学術集会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀10

３ 日本社会福祉学会第63回秋季大会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀17

Ⅱ 研究会・講演会

１ 地域における医療と介護の連携に関する研究会 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀27

２ 地域医療と介護の連携に関する研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀38

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加

１ 新上五島町地域包括支援センター訪問㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀63

２ 平成26年度上五島地区離島医療教育研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀63

３ 平成27年度壱岐地区離島医療教育研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀64

４ 日本死の臨床研究会 九州支部 2015年度支部総会・第37回研究集会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀65

５ 地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀65

６ 聖フランシスコ病院職員研修会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀66

７ 大阪府立大学21世紀科学研究機構「教育福祉研究センター」

第４回キックオフセミナー㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀66

８ 平成27年度対馬地区離島医療教育研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀67

９ シンポジウム 長崎から発信する「社会福祉の融合と調和｣㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀68

10 都市部の在宅医療を考えるシンポジウム㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀69

11 ソーシャルワーカーズフェスティバル2015

〜貧困家庭へのソーシャルワーク〜㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀70

12 高度リハビリテーション専門職の養成推進フォーラム㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀70

13 新上五島町講演会「この島で生きる」㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀71

14 第９回九州EBMwork shop in 長崎㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀72

15 第52回 九州医療ソーシャルワーカー研修会 さが大会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀72

16 平成27年度スクールソーシャルワーカー基礎研修㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀73

17 一般社団法人 全国地域生活定着支援センター協議会（全定協）

第６回 現任者スキルアップ研修㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀74

18 第４回 九州大学異分野融合テキストマイニング研究会

テキストマイニングとデジタル・ヒューマニティーズ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀74

目 次



19 第28回 九州・沖縄社会精神医学セミナー㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀75

20 長崎県指定基幹型認知症疾患医療センター㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀76

第３回認知症県民公開講座

21 第８回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」

〜新専門医制度下のキャリア形成〜㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀76
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１ 佐々町地域包括支援センター㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀79
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学長あいさつ

未来医療研究人材養成拠点形成事業が始まり、早いもので３年が経過します。こ

の間、本学に開設いたしました医療・福祉連携センターでは、NICE キャンパス長

崎（大学間単位互換制度）を始め離島医療教育研究会や五島市での地域医療セミ

ナーなど、さまざまな連携事業を展開してまいりました。中でも、注目すべき事業

として、本学現代福祉学科生と長崎大学医学部生による「共修授業」の実施と「長

崎多職種連携・たまごの会」の活動を挙げることができます。「共修授業」は本学

地域連携センターと長崎大学文教キャンパスとを TV中継で結んで４つの教室に分

かれて実施されました。各教室とも事例の内容は異なりましたが、活発なグループ

ワークや発表は医療や福祉の視点を踏まえた共修授業にふさわしい内容となってい

ました。また、多職種のmたまごn同士が共に育つ場を設けたいとして誕生した

「長崎多職種連携・たまごの会」の定期ミーティングや勉強会などの活動は、学生

による主体的な取り組みとして各界で高く評価されております。

このような両大学の医療と福祉による連携の進展をみるとき、改めて1945年、自

ら被爆されながらも長崎医科大第11医療隊西浦上三山救護班で負傷者の救護活動に

当たられた長崎医科大学の永井隆博士と本学初代学園長江角ヤス先生のことを思い

出されてなりません。学園創立80周年、原爆被爆70年に当たり、永井隆博士と江角

ヤス先生の連携の精神を継承してくれる純心学生の学びの姿を頼もしく思っていま

す。

最後に、本事業を通して学習背景の異なる大学及び学科の学生が医療・福祉系の

枠を超えて、将来の医療職と福祉職との多職種連携に繋がる資質を養い、長崎の地

域包括ケアを支える人材になることを祈念して止みません。

長崎純心大学長 片 岡 瑠美子
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センター長あいさつ

長崎純心大学医療・福祉連携センターは、長崎大学医学部と連携

して文部科学省の「未来医療研究人材養成拠点形成事業」を実施す

るため平成25年10月１日に設立されました。本センターでは、住み

慣れた地域で尊厳を保持し、自分らしい生活を継続することができ

るように、地域住民の保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援

する「地域包括ケア」体制の推進に関する理論的かつ実証的な調査

研究を行ってきました。

平成27年度は、本事業の中核をなす「共修授業」の円滑な実施が

大きな課題でした。自然科学と社会科学、それぞれ学問背景が異な

る長崎大学医学部と長崎純心大学人文学部とが、「共修授業」の一

般目標（General Instructional Objective）や行動目標（Specific Behavioral Objectives）を共有

し、事例シナリオや利用者情報カードを作成するためには、多くの時間と話し合いの場を必要と

しました。そのため、社会福祉士の資格を有する本学の卒業生などから構成される事業企画委員

会（月２回開催）には、長崎大学地域包括ケア教育センターの永田センター長を始め長崎大学医

学部の先生方にもご参加いただき、議論を重ねてきました。まさに、学生の多職種連携は教員同

士の多職種連携でもありました。特に、平成25年11月４日と11日に実施された「共修授業」では、

医療・福祉系の枠を超えたグループワークを通して、両大学の学生に大きな学びの機会を与える

とともに、実証的な授業の成果も得ることができました。改めまして、事業企画委員の皆様方に

は深甚の敬意を払いたいと思っています。

また、長崎大学医学部生と本学学生の連携は「共修授業」の他にもいろいろとありました。特

に、五島市での地域医療セミナーや秋田大学医学部主催の全国シンポジウムでの取り組みを通し

て生まれた「長崎多職種連携・たまごの会」の活動は、各方面から学生の主体的活動として評価

されるなどの多くの成果を残してくれており、たまごの会のますますの成長に期待しているとこ

ろです。

ところで、本センターが構想する地域包括ケアシステムは、その対象を単に高齢者に限定する

のではなく、様々な生きづらさを抱え、何らかの支援を必要とする人々を包摂する住民主体の支

援システムとしての機能を具備したものとしております。このことを後押ししてくれるかのよう

に、平成27年９月に出された厚生労働省新たな福祉サービスのシステム等のあり方検討プロジェ

クトチームによる「誰もが支え合う地域の構築に向けた福祉サービスの実現―新たな時代に対応

した福祉の提供ビジョン―」では、地域包括ケアシステムをさらに前進させた「地域包括支援体

制」の構築を掲げ、すべての人が世代や背景を問わず、安心して暮らし続けるまちづくりを提唱

しました。

今後とも、本センターでは、地域包括ケアシステムに関する調査研究で得られた学術的な知見

を広く長崎の地に還元することを通して、地域住民による主体的な支え合いと相まって、誰もが

必要な時に適切な医療や介護・福祉サービスを利用しつつ、安心して住み慣れた地域で生活を継

続することができる地域包括ケアシステムの構築と発展に寄与していかなければならないと考え

ております。

長崎純心大学医療・福祉連携センター

センター長 潮 谷 有 二
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１ 日本老年社会科学会第57回大会

⑴ 期 日 平成27年６月12日㈮〜14日㈰

⑵ 場 所 パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい）

⑶ 概 要

① 第１日目

〇 シンポジウム１

｢高齢者に関する定義の再検討；老年学会・老年医学会 WG の議論をふまえて」

〇 特別講演

｢超高齢社会の街づくり」 辻 哲夫 氏（東京大学高齢社会総合研究機構）

〇 総会

〇 会長講演「健康長寿とライフスタイル」 井藤 英喜 氏（東京都健康長寿医療センター）

② 第２日目

〇 大会長講演

｢高齢者の多様性と例外視」 高橋龍太郎 氏（東京都健康長寿医療センター研究所）

〇 合同シンポジウム６

｢住民・地域資源を活かす地域包括ケア戦略」

・司会 藤原 佳典 氏（東京都健康長寿医療センター研究所）

亀井 智子 氏（聖路加国際大学看護学部）

・演者 中板 育美 氏（公益社団法人日本看護協会）

奥田 龍人 氏（認定 NPO 法人シーズネット）

澤 登久雄 氏（大田区地域包括支援センター入新井センター）

野中久美子 氏（東京都健康長寿医療センター研究所）

③ 第３日目

○ ポスター発表 介護保険・介護サービス

・発表Ⅰ「地域ケア会議の開催頻度に関する一研究―設置主体と地域ケア会議の司会者の

差異に焦点を当てて―」（奥村あすか 助教）

・発表Ⅱ「地域包括支援センターの関係機関等との連携状況に関する一研究―設置主体の

差異に焦点を当てて―」（吉田 麻衣 助教）

⑷ 参加者 潮谷 有二 教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

なお、発表資料は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページにも掲載している。

（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/research/）

写真１-１ 老年社会科学会ポスター発表



― 6―

発表資料（奥村あすか）
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発表資料（奥村あすか）
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（吉田 麻衣）
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２ 第20回日本在宅ケア学会学術集会

⑴ 期 日 平成27年７月18日㈯〜19日㈰

⑵ 場 所 一橋大学一橋講堂

⑶ 概 要

① 第１日目

○ 学術集会長口演

｢『在宅ケア学』の確立をめざして―教育、研究、実践の循環―」

亀井 智子 氏（聖路加国際大学看護学部老年看護学）

〇 シンポジウムⅠ（学会設立20周年記念リレーシンポジウム）

｢在宅ケア学の現在・過去・未来」

・演者 島内 節 氏（人間環境大学看護学部）

白澤 政和 氏（桜美林大学大学院老年学研究科）

長江 弘子 氏（千葉大学大学院看護学研究科エンド・オブ・ライフケア看護学）

黒田 研二 氏（関西大学人間健康学部）

辻 彼南雄 氏（一般社団法人ライフケアシステム）

○ シンポジウムⅡ

｢地域包括ケア時代の多職種連携」

・演者 上加世田豊美 氏（千葉県こども病院）

川越 正平 氏（あおぞら診療所）

吉田 千晴 氏（京橋おとしより相談センター）

江頭 文江 氏（地域栄養ケア PEACH 厚木）

谷口由紀子 氏（医療法人社団麒麟会）

② 第２日目

○ 一般演題 口演１群：ケアマネジメント

・発表Ⅰ「地域包括ケアの推進要件に関する一研究―自由記述の分析を通して―」

（吉田 麻衣 助教）

・発表Ⅱ「地域ケア会議の開催要件に関する一研究―自由記述の分析を通して―」

（奥村あすか 助教）

⑷ 参加者 潮谷 有二 教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

なお、発表資料は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページにも掲載している。

（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/research/）

写真１-２ 日本在宅ケア学会発表
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（奥村あすか）
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発表資料（奥村あすか）
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発表資料（奥村あすか）
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３ 日本社会福祉学会第63回秋季大会

⑴ 期 日 平成27年９月19日㈯〜20日㈰

⑵ 場 所 久留米大学御井キャンパス

⑶ 概 要

① 第１日目

○ 若手研究者のためのシンポジウム

｢論文作成の作法：編集委員会からみた論文、投稿者からみた論文」

・基調報告 柴田 謙治 氏（日本社会福祉学会現機関誌編集委員長：金城学院大学）

・シンポジスト 久保 美紀 氏（明治学院大学）

松端 克文 氏（桃山学院大学）

山縣 文治 氏（関西大学）

柴田 謙治 氏（前述）

・ファシリテータ 後藤 広史 氏（日本大学）

大谷 京子 氏（日本福祉大学）

○ 開会式

○ 学会賞授賞式

② 第２日目

○ 口頭発表Ａ

○ 口頭発表Ｂ「地域福祉３分科会」

・発表Ⅰ「地域包括支援センターの職員が認識している地域包括ケアの推進要件について

―テキストマイニングによる自由記述の分析を通して―」（吉田 麻衣 助教）

・発表Ⅱ「地域包括支援センターの職員が認識している地域ケア会議の開催要件について

―テキストマイニングによる自由記述の分析を通して―」（奥村あすか 助教）

・司会者 成田 光江 氏（国際医療福祉大学）、潮谷 有二 氏（長崎純心大学）

・全体総括者 平野 隆之 氏（日本福祉大学）

⑷ 参加者 潮谷 有二 教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

なお、発表資料は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページにも掲載している。

（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/research/）

写真１-３ 日本社会福祉学会口頭発表分科会
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（吉田 麻衣）
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発表資料（奥村あすか）
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発表資料（奥村あすか）
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発表資料（奥村あすか）
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１ 地域における医療と介護の連携に関する研究会

⑴ テーマ ｢地域における医療と介護の連携の在り方」

⑵ 日 時 平成27年３月24日㈫ 14：00〜16：30

⑶ 場 所 長崎純心大学ケアセンター扇町（現 地域連携センター）

⑷ 主 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑸ 内 容

・開会あいさつ（14：00〜14：15）

長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

・講 演 （14：15〜15：15）

演題：地域における医療と介護の連携

講師：山田 章平 氏（熊本県健康福祉部長寿社会局長）

・休 憩 （15：15〜15：30）

・意見交換等 （15：30〜16：25）

司会：長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

・閉会あいさつ（16：25〜16：30）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科地域包括ケア教育センター長 永田 康浩 氏

⑹ 参加者 42名

写真２-１ 研究会の講師及び司会

写真２-２ 研究会の様子
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医療・介護連携のための国の取組み

み

Ⅱ 研究会・講演会
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２ 地域医療と介護の連携に関する研究会

⑴ テーマ ｢地域における医療と介護の連携の在り方」

⑵ 日 時 平成27年11月２日㈪ 14：00〜16：30

⑶ 場 所 長崎純心大学地域連携センター

⑷ 主 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑸ 内 容

・開会あいさつ（14：00〜14：15）

長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

・講 演 （14：15〜15：15）

演題：地域における医療と介護の連携

講師：柴田 拓己 氏（岡山市保健福祉局 統括審議監）

・休 憩 （15：15〜15：30）

・意見交換等 （15：30〜16：25）

司会：長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

・閉会あいさつ（16：25〜16：30）

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科地域包括ケア教育センター長 永田 康浩 氏

⑹ 参加者 27名

写真２-３ 研究会講師及び司会者

写真２-４ 研究会の様子
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― 59 ―



― 60 ―



Ⅲ　地域包括ケアシステムに関する
　　学会等への参加





１ 新上五島町地域包括支援センター訪問

⑴ 日 時 平成27年３月５日㈭ 15：00〜16：30

⑵ 場 所 新上五島町役場

⑶ 概 要

① 講話「地域包括支援センターの役割等」

新上五島町地域包括支援センター 管理者 近藤 元子 氏

② 意見交換「新上五島町における高齢者保健福祉の現状と課題」

⑷ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 赤瀬 温子、出雲 幸奈、加藤小百合、金崎 一花、小佐々 愛、

林田 佳蓮、馬越 葉子、松井 茜、山田 実来

現代福祉学科３年 荒田 瑠美、石原 理子、大関 あい、戸口 四郎、中尾よしの、

芳田 彩夏

２ 平成26年度上五島地区離島医療教育研究会

⑴ 日 時 平成27年３月５日㈭ 17：30〜19：00

⑵ 場 所 長崎県上五島病院

⑶ 主 催 長崎大学・長崎県上五島病院

⑷ 共 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑸ 概 要

① 報 告「長崎大学離島医療実習記録及びアンケート結果」

長崎大学地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

② 講演Ⅰ「地域の捉え方―離島での学生実習が医師になってどう役立つか―」

千葉大学予防医学センター 特任研究員 長嶺由衣子 氏

③ 講演Ⅱ「離島医療実習の質をどう上げて行くか」

長崎県上五島病院 病院長 八坂 貴宏 氏

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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写真３-１ 地域包括支援センター訪問の様子



⑹ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 赤瀬 温子、出雲 幸奈、加藤小百合、金崎 一花、小佐々 愛、

林田 佳蓮、馬越 葉子、松井 茜、山田 実来

現代福祉学科３年 荒田 瑠美、石原 理子、大関 あい、戸口 四郎、中尾よしの、

芳田 彩夏

３ 平成27年度壱岐地区離島医療教育研究会

⑴ 日 時 平成27年６月11日㈭ 18：00〜19：50

⑵ 場 所 長崎県壱岐病院研修センター

⑶ 主 催 長崎大学・長崎県壱岐病院

⑷ 共 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑸ 概 要

① 報 告「長崎大学離島医療保健実習について」

長崎大学大学院 地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

② 講演Ⅰ「壱岐における地域包括ケアシステムの展望」

長崎県壱岐病院 病院長 向原 茂明 氏

③ 講演Ⅱ「地域ぐるみの医療人教育〜地域との本格連携を目指して〜」

長崎大学大学院 地域医療学分野 教授 前田 隆浩 氏

⑹ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教
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写真３-３ 壱岐地区離島医療教育研究会の様子

写真３-２ 上五島地区離島医療教育研究会の様子



４ 日本死の臨床研究会 九州支部 2015年度支部総会・第37回研究集会

⑴ 日 時 平成27年６月27日㈯ 13：00〜16：45

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館

⑶ 主 催 第37回日本死の臨床研究会九州支部研究集会 実行委員会

⑷ 概 要

① 2015年度九州支部総会

② 事例検討１「２日入院の患者ケアを振り返り、気付いたスタッフケアの重要性」

社会医療法人 栄光会 栄光病院 ホスピス病棟

山口 裕子 氏、神信 美砂 氏、清田 直人 氏

③ 事例検討２「死の過程に寄り添って―患者と家族の今を考える―」

医療法人 光晴会病院 竹下 良子 氏

⑸ 参加者

宮野 澄男 准教授、森 万記 事務

５ 地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム

⑴ 日 時 平成27年７月11日㈯ 13：30〜17：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部 保健学科101講義室

⑶ 主 催 長崎大学医学部保健学科

⑷ 後 援 公益社団法人 長崎県理学療法士協会、一般社団法人 長崎県作業療法士会

⑸ 概 要

① 報 告「課題解決型高度医療人材養成プログラム概要」

長崎大学医学部保健学科保健学実践教育センター センター長 井口 茂 氏

② 講 演「地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーション専門職の役割」

大阪府大東市保健医療部 高齢支援課 理学療法士 逢坂 伸子 氏

③ シンポジウム「行政・関係機関からみた地域包括ケアシステムの中でのリハビリテーショ

ン専門職の役割」

シンポジスト「長崎県における地域包括ケアシステム構築に向けた取り組み」

長崎県福祉保険部長寿社会課 田島 玲悟 氏

「地域包括支援センターの立場からみたリハビリテーション専門職の役割」

佐々町地域包括支援センター 江田 佳子 氏

「リハビリテーション専門職に期待すること」

長崎市介護支援専門員連絡協議会 榎本 哲子 氏

⑹ 参加者

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、森 万記 事務

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加

― 65 ―



６ 聖フランシスコ病院職員研修会

⑴ 日 時 平成27年９月３日㈭ 17：30〜19：15

⑵ 場 所 聖フランシスコ病院（長崎県長崎市小峰町）

⑶ テーマ ｢地域包括ケアシステムと病院の果たす役割」

⑷ 概 要

・講演 ｢地域包括ケアシステムについて」

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二 氏

・総合討論

⑸ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教、

森 万記 事務

７ 大阪府立大学21世紀科学研究機構「教育福祉研究センター」第４回キックオフセミナー

⑴ 日 時 平成27年９月26日㈯ 14：00〜17：00

⑵ 場 所 大阪府立大学中百舌鳥キャンパス 学術交流会館多目的ホール

⑶ テーマ ｢すべての子どもを包括する支援システム：学際的議論― 『学校プラットフォーム』

の意味とは―」

⑷ 主 催

大阪府立大学21世紀科学研究機構スクールソーシャルワーク評価支援研究所・

教育福祉研究センター・地域保健学教育福祉学類

⑸ 後 援

大阪府、大阪府教育委員会、一般社団法人日本社会福祉士養成校協会

堺市教育委員会、公益社団法人日本社会福祉士会

⑹ 概 要

① 基調講演１「福祉政治学の立場から」

中央大学法学部 教授 宮本 太郎 氏

② 基調講演２「教育行政学の立場から―国の教育政策や自治体の取組み動向―」

放送大学教授、東京大学名誉教授、中教審副会長 小川 正人 氏
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③ 討 論

文部科学省生涯学習政策局 参事官 子供の貧困担当 大谷 圭介 氏

文部科学省初等中等教育局 児童生徒課長 坪田 知広 氏

国立教育政策研究所 総括研究官 中野 澄 氏

東京学芸大学 教授・学長補佐 松田 恵示 氏

④ コメント

厚生労働省雇用均等・児童家庭局 総務課長 古川 夏樹 氏

⑤ 進 行

長崎純心大学教授、元厚生労働省専門官、社養協事務局長代理 潮谷 有二 氏

大阪府立大学21世紀科学研究機構スクールソーシャルワーク評価支援研究所

所長 山野 則子 氏

⑺ 参加者

潮谷 有二 教授、吉田 麻衣 助教

８ 平成27年度対馬地区離島医療教育研究会

⑴ 日 時 平成27年10月16日㈮ 18：30〜20：00

⑵ 場 所 対馬グランドホテル２階 浅茅の間

⑶ 主 催 長崎大学・長崎県対馬病院

⑷ 共 催 長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑸ 概 要

ア 報 告「長崎大学離島医療実習記録及びアンケート結果」

長崎大学大学院 地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

イ 講演Ⅰ「福岡大学医学部の早期臨床教育と離島研修」

福岡大学医学部 医学教育推進講座 教授 安本 佐和 氏

ウ 講演Ⅱ「教育効果からみた効果的な地域医療実習プログラムの提案」

神戸大学大学院 地域医療教育学部門 特命教授 岡山 雅信 氏

⑹ 参加者 奥村あすか 助教

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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写真３-５ 第４回キックオフセミナーの様子



９ シンポジウム 長崎から発信する「社会福祉の融合と調和」

⑴ 日 時 平成27年10月17日㈯ 13：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部 記念講堂

⑶ 主 催 長崎大学地域包括ケア教育センター、長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑷ 共 催 長崎大学地域医療学分野

⑸ 概 要

① 挨拶 長崎大学長 片峰 茂 氏

長崎純心大学長 片岡瑠美子 氏

② 事業進捗状況 長崎大学地域包括ケア教育センター長 永田 康浩 氏

長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

学生サークル 長崎多職種連携・たまごの会

長崎大学医学部医学科２年 内田 直子 氏

長崎純心大学人文学部現代福祉学科３年 澤田 寿美 氏

長崎純心大学人文学部現代福祉学科３年 福田 史織 氏

③ 特別講演Ⅰ「地域包括ケアの実現に向けて―医療と福祉の連携を視野に入れて―」

座長 長崎純心大学医療・福祉連携センター長 潮谷 有二 氏

演者 桜美林大学大学院老年学研究科 教授 白澤 政和 氏

④ 特別講演Ⅱ「社会医学的な視点と総合診療医の役割」

座長 長崎大学社会医療科学講座地域医療学分野教授 前田 隆浩 氏

演者 昭和大学病院病院長、日本専門医機構副理事長 有賀 徹 氏

⑤ 挨拶 文部科学副大臣 冨岡 勉 氏

⑥ 閉会挨拶 長崎大学医学部医学科長補佐 川上 純 氏
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写真３-７ 多職種連携・たまごの会活動報告



10 都市部の在宅医療を考えるシンポジウム

⑴ 日 時 平成27年11月15日㈰ 11：00〜16：30

⑵ 場 所 東京大学医学部 教育研究棟 鉄門記念講堂

⑶ 主 催 東京大学医学部 在宅医療学拠点

⑷ 概 要

① 講演「『新しい大学 地域間連携での研究人材育成』に期待すること」

文部科学省高等教育局医学教育課大学病院支援室室長補佐 中湖 博則 氏

② 講演「地域包括ケアシステムと在宅医療」

厚生労働省医政局地域医療計画課長 迫井 正深 氏

③ 講演「東京大学医学部在宅医療学拠点の活動報告」

東京大学医学部在宅医療学拠点特任准教授 山中 崇 氏

④ シンポジウム「都市部の在宅医療を考える」

・第１部「都市部の在宅医療の現状と課題」

シンポジスト 東京都健康長寿医療センター理事長 井藤 英喜 氏

国際医療福祉大学大学院医療福祉ジャーナリズム分野教授

大熊由紀子 氏

・第２部「在宅医療に対して積極的に取り組む、リサーチマインドを持った総合

診療医を養成するために」

シンポジスト 大分県立看護科学大学理事長・学長、東京大学名誉教授

村嶋 幸代 氏

日本在宅医学会代表理事 前田 憲志 氏

⑤ 総合討論

座長 国立長寿医療研究センター名誉総長 大島 伸一 氏

東京大学大学院医学系研究科加齢医学教授 秋下 雅弘 氏

⑸ 参加者 奥村あすか 助教

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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写真３-８ 特別講演（白澤先生・有賀先生）



11 ソーシャルワーカーズフェスティバル2015 ∼貧困家庭へのソーシャルワーク∼

⑴ 日 時 平成27年10月24日㈯ 13：00〜17：00

⑵ 場 所 長崎純心大学 S205教室

⑶ 主 催 長崎県精神保健福祉士協会（幹事団体）、長崎県医療ソーシャルワーカー協会、

一般社団法人長崎県社会福祉士会

⑷ 共 催 一般社団法人日本社会福祉士養成校協会長崎県支部、

一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会長崎県支部

⑸ 概 要

① 講演「貧困家庭へのソーシャルワーク」〜スクールソーシャルワークをとおして〜

講師 大阪府立大学 教授 山野 則子 氏

② シンポジウム「貧困家庭へのソーシャルワーク実践〜それぞれの実践から〜」

シンポジスト 長崎県精神保健福祉士協会、西脇病院医療福祉相談課

主任（精神保健福祉士） 三谷 亨 氏

長崎県医療ソーシャルワーカー協会、社会医療法人健友会 上戸町病院

地域連携室 MSW 岡田 武 氏

長崎県社会福祉士会、児童養護施設明星園 児童指導員（社会福祉士）

松永 大介 氏

長崎県教育庁 義務教育課 児童生徒支援室 主任主事（社会福祉士）

江口 由美 氏

コーディネーター 長崎純心大学 教授 潮谷 有二 氏

助言者 大阪府立大学 教授 山野 則子 氏

⑹ 参加者 潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

12 高度リハビリテーション専門職の養成推進フォーラム

⑴ 日 時 平成27年10月31日㈯ 13：30〜17：30

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館

⑶ 主 催 長崎大学医学部 保健学科

⑷ 後 援 公益社団法人長崎県理学療法士協会、一般社団法人長崎県作業療法士会

⑸ 概 要

① 報告「プログラム概要」

長崎大学医学部 保健学科保健学実践教育センター センター長 井口 茂 氏

② 講演「今後の医療・介護の動向に適応できる理学療法士の育成」

日本理学療法士協会 会長 半田 一登 氏

③ 講演「生活の再構築と社会参加に向けた作業療法士の役割〜生活行為向上マネジメントの活用〜」

日本作業療法士協会 会長 中村 春基 氏

④ 意見交換「理学療法士・作業療法士における現状の課題と今後の展望〜大学教育におけ

る学内・リカレント教育の融合に向けて〜」

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授、森 万記 事務
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13 新上五島町講演会「この島で生きる」

⑴ 日 時 平成27年11月14日㈯ 15：00〜17：30

⑵ 場 所 新上五島町石油備蓄記念会館 ２階大会議室

⑶ テーマ ｢この島で生きる」

⑷ 主 催 新上五島町、新上五島町地域包括支援センター

⑸ 共 催 長崎県 上五島病院

⑹ 概 要

① 講演「新上五島町の医療・介護・福祉事情について」

長崎県上五島病院 院長 八坂 貴宏 氏

② 講演「新上五島町地域包括支援センターの活動について」

新上五島町地域包括支援センター 管理者 林田 京子 氏

③ 特別講演「地域包括ケアシステムについて」

長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二 氏

④ 総合討論 ディスカッション

⑺ 参加者 潮谷 有二 教授、吉田 麻衣 助教

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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写真３-９ 新上五島町講演会の様子



14 第９回九州 EBM work shop in 長崎

⑴ 日 時 平成27年11月14日㈯ 13：00〜18：00

⑵ 場 所 長崎大学医学部 第２講義室

⑶ 主 催 長崎大学大学院 地域医療学分野

⑷ テーマ ｢地域医療で実践する根拠に基づく医療（Evidence Based Medicine）」

⑸ 概 要

① セッション１「臨床現場での二次資料の効率のよい使い方」

② セッション２「原著論文の批判的吟味」

講師 東京北医療センター 南郷 栄秀 氏

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授

現代福祉学科３年 北村 春菜、福田 史織、水田 小夏

15 第52回 九州医療ソーシャルワーカー研修会 さが大会

⑴ 期 日 平成27年11月21日㈯・22日㈰

⑵ 場 所 武雄市文化会館（佐賀県武雄市）

⑶ 主 催 九州医療ソーシャルワーカー協議会、第52回九州医療ソーシャルワーカー研修会、

さが大会実行委員会

⑷ 共 催 一般社団法人日本社会福祉士養成校協会 長崎県支部、

一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会 長崎県支部

⑸ 概 要

① 特別講演「求められる医療への視座」〜地域包括ケアの構築に向けた専門職の役割〜

講師 独立行政法人国立病院機構 副理事長 古都 賢一 氏

② 基調講演「地域での暮らしを支える専門職の役割と立ち位置」〜あなたのその支援、本

当に利用者のためになっていますか？〜

講師 社会福祉法人西宮市社会福祉協議会 障害者総合相談支援センター

にしのみや センター長 玉木 幸則 氏

③ 基調講演「認定社会福祉士制度について」〜地域包括ケアシステムを視野に入れて〜

講師 長崎純心大学人文学部現代福祉学科 教授 潮谷 有二 氏

④ シンポジウム「それぞれの立場から考える地域包括ケアと権利擁護」

座長 武雄杵島地区医師会 会長・敬天堂古賀病院 理事長 古賀 義行 氏
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写真３-10 九州 EBM work shop in 長崎の様子



シンポジスト 潮谷 有二 氏 長崎純心大学人文学部現代福祉学科 教授

江越 正嘉 氏 わかくす法律事務所 弁護士

山口 光之 氏 佐賀県中部保健福祉事務所 所長 行政職

永松五百重 氏 武雄杵島地区医師会きしま訪問看護ステーション管

理者 看護師

松永 幸子 氏 宅老所かがみ 施設長 社会福祉士

桧枝 和広 氏 一般社団法人 仲間たち 代表 独立型社会福祉士

⑹ 参加者 潮谷 有二 教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

16 平成27年度スクールソーシャルワーカー基礎研修

⑴ 期 日 平成27年11月28日㈯・29日㈰

⑵ 場 所 日本社会福祉士養成校協会 研修室（東京・港南）

⑶ 主 催 一般社団法人日本社会福祉士養成校協会

一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会

⑷ 概 要

① 第１日目

・講義「ソーシャルワーク基礎―人々の『生活』を支える『社会福祉援助』の理解と

『ソーシャルワーク・マインド』の共有をめざして―」

講師 同志社大学 教授 空閑 浩人 氏

② 第２日目

・講義「子ども家庭の現状、なぜ学校なのか、SSW とは」

グループワーク「スクールソーシャルワークの実際、ミクロ、メゾ、マクロの意義」

講師 大阪府立大学 教授 山野 則子 氏

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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写真３-11 九州医療ソーシャルワーカー研修会さが大会の様子

写真３-12 スクールソーシャルワーカー基礎研修講師を囲んで



17 一般社団法人 全国地域生活定着支援センター協議会（全定協）

第６回 現任者スキルアップ研修

⑴ 期 日 平成28年１月26日㈫・27日㈬

⑵ 場 所 大宮ソニックシティ（埼玉県さいたま市）

⑶ 主 催 一般社団法人 全国地域生活定着支援センター協議会

⑷ 後 援 法務省、全国厚生保護法人連盟、全国手をつなぐ育成会連合会、

更生保護法人全国保護司連名、一般財団法人日本介護支援専門員協会 他

⑸ 概 要

① 行政報告「地域生活定着促進事業の実践と課題について」

厚生労働省社会・援護局 総務課 課長 山本 麻理 氏

② 鼎談「罪に問われた（犯した）高齢・障がい者支援の過去と未来」

前 厚生労働省 事務次官 村木 厚子 氏

法務省 刑事局 刑事局長 林 真琴 氏

一般社団法人 全国地域生活定着支援センター協議会 会長 田島 良昭 氏

③ 基調講演「今、子どもたちは〜非行・犯罪・薬物乱用、いじめ、引きこもり、こころの

病・自殺、その原因と対策〜」

水谷青少年問題研究所所長、花園大学客員教授、

上智大学非常勤講師、「夜回り先生」 水谷 修 氏

④ 第１分科会「The 基礎講座」

府中刑務所 福祉専門官 桑原 行恵 氏

法務省保護局監察課 法務専門官 守谷 哲毅 氏

PandA 法律事務所代表 弁護士/社会福祉士/全定協監事 浦崎 寛泰 氏

全定協政策・実務部会長 長崎県地域生活定着支援センター所長 伊豆丸剛史 氏

⑹ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

18 第４回 九州大学異分野融合テキストマイニング研究会

テキストマイニングとデジタル・ヒューマニティーズ

⑴ 日 時 平成28年１月30日㈯ 13：00〜18：15

⑵ 場 所 九州大学 箱崎文系地区 中講義室

⑶ 主 催 九州大学 異分野融合テキストマイニング研究会

⑷ 共 催 九州大学学術研究・産学官連携本部、同情報基盤研究開発センター、

同大学院経済学研究院、同大学院言語文化研究院、同大学院統合新領域学府

ライブラリーサイエンス専攻

⑸ 後 援 同大学院法学研究院

⑹ 概 要

① 第Ⅰ部 KHCoder 入門講座「入門・計量テキスト分析― KHCoder による分析体験を

まじえて」

講師 立命館大学産業社会学部 准教授 樋口 耕一 氏
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② 第Ⅱ部 テキストマイニング「学術情報マイニング―論文・機関リポジトリ・研究者情

報の活用事例」

講師 立命館大学 産業社会学部 教授 田中 省作 氏

③ 第Ⅲ部 デジタル・ヒューマニティーズ「テクストマイニングをめぐるデジタル・

ヒューマニティーズの課題」

講師 人文情報学研究所 主席研究員 永﨑 研宣 氏

⑺ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

19 第28回 九州・沖縄社会精神医学セミナー

⑴ 日 時 平成28年２月６日㈯ 10：00〜15：30

⑵ 場 所 長崎大学医学部 良順会館

⑶ 会 長 長崎大学大学院 医師薬学総合研究科 小澤 寛樹 氏

⑷ テーマ ｢子どもと高齢者のメンタルヘルス〜発達症、認知症、虐待〜」

⑸ 概 要

① シンポジウムⅠ「医療と教育の連携」

シンポジスト 増本 利信 氏 時津町立時津北小学校 教諭

上戸 綾子 氏 長崎玉成高校 教頭

岩永竜一郎 氏 長崎大学 医学部保健学科 准教授

今村 明 氏 長崎大学 医学部精神神経科 准教授

② ランチョンセミナー「mhGAP IP からの認知症対応」

演者 黒滝 直弘 氏 長崎大学病院精神神経科 准教授

③ シンポジウムⅡ「高齢者の虐待」

シンポジスト 福島さや香 氏 長崎北病院 認知症認定看護師

林田 真夢 氏 戸町・土井首地域包括支援センター 社会福祉士

伊藤 岳 氏 法テラス弁護士

出口 之 氏 医療法人出口病院 理事長

⑹ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

Ⅲ 地域包括ケアシステムに関する学会等への参加
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20 長崎県指定基幹型認知症疾患医療センター 第３回認知症県民公開講座

⑴ 日 時 平成28年２月11日㈭ 14：00〜16：05

⑵ 場 所 NBC ビデオホール（長崎県長崎市）

⑶ 概 要

① ｢MCI の基礎と予防〜医師と当事者の話を聞いてみよう！〜」

司会 あっぷるメインパーソナリティ 塚田 恵子 アナウンサー

解説 基幹型認知症疾患医療センター 長崎大学病院副センター長 白石 裕一 氏

総評 基幹型認知症疾患医療センター 長崎大学病院副センター長 黒滝 直弘 氏

② 認知症予防体操「コグニサイズ」

講師 エフステージ道ノ尾 認知症介護指導者・認知症ケア専門員 本田 鷹 氏

③ ｢認知症相談例〜こんな相談でも大丈夫！〜」

司会 あっぷるメインパーソナリティ 塚田 恵子 アナウンサー

解説 基幹型認知症疾患医療センター 長崎大学病院センター長 小澤 寛樹 氏

⑷ 参加者 奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 石原 理子、中尾よしの、宮原 由佳

21 第８回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」

∼新専門医制度下のキャリア形成∼

⑴ 日 時 平成28年２月19日㈮ 13：30〜16：30

⑵ 場 所 JP タワーホール＆カンファレンス ４Ｆホール（東京駅丸の内南口）

⑶ 主 催 鹿児島大学病院地域医療支援センター、

鹿児島大学医歯学域医学系地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター

⑷ 概 要

① シンポジウム

シンポジスト 千田 彰一 氏（一般社団法人日本専門医機構理事・専門医制度 検討

委員会委員長、徳島文理大学 副学長）

前野 哲博 氏（一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 副理事

長、筑波大学地域医療教育学 教授）

渡辺 晃紀 氏（栃木県保健福祉部医療政策課 とちぎ地域医療支援セ

ンター 専任医師）

前田 隆浩 氏（長崎大学大学院地域医療学分野 教授）

瀬戸山 仁 氏（鹿児島大学病院 総合臨床研修センター 副センター長)

鬼ヶ原幹久 氏（鹿児島大学地域推薦枠医学生５年生）

河野 眞子 氏（鹿児島大学地域推薦枠医学生５年生）

⑸ 参加者 宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教
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Ⅳ　長崎県内地域包括ケア施設視察





１ 佐々町地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月２日㈫ ９：40〜12：00

⑵ 場 所 佐々町地域包括支援センター

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 江田 佳子 課長補佐

⑸ 内 容

① 佐々町の状況

佐々町地域包括支援センターにおける地域包括ケア支援

佐々町は、2015年（平成27）９月末現在で、町人口13,804人、町内世帯数5,664世帯、高

齢者人口3,503人、高齢化率25.4％であった。佐々町地域包括支援センターは住民福祉課内

に設置された直営型で、保健師２名、看護師１名、介護福祉士１名、主任介護支援専門員３

名、介護支援専門員２名、介護認定調査員２名の計11名の職員が配置されていた。

② 地域包括ケアシステムの構築

地域包括ケアシステムに対する佐々町の基本的な考え方は、高齢者の視点からの地域づく

りであり、「地域力」を最大限に引き出すことであるとしている。したがって、佐々町地域

包括支援センターではできないことへのお手伝いではなく、できることへの継続とさらに改

善可能なことを増やすことに力点をおく自立支援への取り組みを展開していた。そのために、

介護予防を含む地域支援体制の確立をめざし、図４-１に示すような体制を構築していた。

なお、佐々町における地域包括ケアシステム構築への取り組みは、本報告書「Ⅴ 地域包

括ケア論・共修授業」における江田佳子氏提供の第13講「地域包括ケアに向けた佐々町の取

り組み」を参照されたい。

Ⅳ 長崎県内地域包括ケア施設視察
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図４-１ 佐々町の地域支援体制

（出所：地域包括ケア論第13講講義資料）



③ 新しい総合事業への移行

佐々町地域包括支援センターがこれまで取り組んできた介護予防を含む地域支援の事業は、

新しい総合事業と類似した点が多いということであった。そこで、佐々町地域包括支援セン

ターでの新しい総合事業への移行は、表４-１に示すようにこれまでの地域体制を整理し、

新たな方向性を明確にしながら、これまでの介護予防事業を進化させて平成27年度から図

４-２に示すような事業を円滑に展開していた。
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図４-２ 佐々町の介護予防事業

（出所：佐々町地域包括支援センター訪問資料）

表４-１ 新しい総合事業への移行に向けた体制整理表

（出所：佐々町地域包括支援センター訪問資料）



④ ｢生きがい教室」参観

ア 目 的 介護予防を目的とした生活機能向上プログラムを実施し、住み慣れた地域でそ

の人らしく、いきいきと過ごされることを支援する。

イ 対象者 積極的な介護予防が必要と思われる佐々町在住の高齢者

ウ 内 容 週１回、参加費 160円

火曜：北部地区、木曜：南部地区、金曜：中部地区

午前中は集団活動・午後は個別活動を取り入れている。

エ 概 要

｢生きがい教室」は、佐々町の担当者やボランティアのあいさつ、声かけから始まった。

運動指導員の先生は、参加者のペースを配慮しながら、手のマッサージや指体操、がんば

らんば体操、ストレッチ、３Ｂ体操と進めていった。参加者の表情から、無理なく自分の

ペースでこれらのメニューを楽しんでいることがうかがうことができた。

午前の後半は脳トレの計算やパズルであったが、参加者は自分たちで机や椅子などの準

備を行うことに、真剣に取り組んでいた。

｢生きがい教室」のテーマは、「自主性が活き、個性豊かに楽しめる空間」であるが、参

加した32人の全員が地域包括支援センターの支援を受けながらテーマの実現に努力されて

いた。

Ⅳ 長崎県内地域包括ケア施設視察
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写真４-１ 生きがい教室の様子



２ 松浦市地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月２日㈫ 14：00〜16：00

⑵ 場 所 松浦市地域包括支援センター

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 荒木 典子 長寿介護課参事（管理者）、大久保美樹子 課長補佐

⑸ 内 容

① 松浦市の状況

松浦市の人口は、2013年（平成25）４月現在で総人口2,896人、高齢者人口7,600人、高齢

化率30.5％、65歳以上の独居者1,840人（25％）であった。

松浦市地域包括支援センターは長寿介護課内に設置された直営型で、地域包括ケアシステ

ムの構築に当たっては、高齢者のくらしの実態を知ることが重要との認識をもっていた。そ

のため、日本老年学的評価研究プロジェクトが実施した「健康とくらしの調査」などに参加

し、介護保険情報、人口動態、健康とくらしなど高齢者の実態についての情報を収集し分析

を行っていた。「健康とくらしの調査」での結果は、図４-３に示すようなグラフ等の見える

化を図り、松浦市の高齢者の実情を松浦市民に周知する情報提供に力を入れていた。また、

この地域診断で明らかになった地域の実態や課題を共有するため、松浦市内７つの圏域で、

地域診断報告会を開催していた。

② 住民主体の介護予防の新たな拠点づくり

ア 介護予防・地域支え合いサポーター養成講座

この講座の参加者は、地域のリーダーとして必要な介護予防に関する知識と相談援助技

術を学習したり、高齢者でも手軽に栄養が取れる調理実習を行ったりして、介護予防や地

域住民による支え合いの大切さを全５回にわたって学んでいた。
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図４-３ 介護予防 Web アトラス例

（出所：松浦市地域包括支援センター訪問資料）

写真４-２ 介護予防・地域支え合いサポーター養成講座の様子（出所：松浦市地域包括支援センター訪問資料）



イ 集いの場「お寄りまっせ」

松浦市の重点地区に選定されている調川地区での養成講座を受講したサポーターたちが、

普段孤食である高齢者がみんなと一緒に食事を楽しめるような集いの場「お寄りまっせ」

を立ち上げたものである。図４-４にあるように「お寄りまっせ」は、調川町老人憩いの

家において月に２回開催するようになっていた。サポーターたちの家庭訪問などでの声か

けや口コミにより、図４-５に示すように独居高齢者の参加が増えており、これからも参

加者の健康維持と生きがいにつながる取り組みを継続する予定である。

ウ みくりや駅前元気カフェ

みくりや駅前元気カフェは、平成27年に松浦鉄道御厨駅前の空き家を松浦市が無償で借

り、約180万円をかけて改修したものである。御厨地区社会福祉協議会が運営し、地域の

ボランティアが毎週火・金曜日の10：30〜15：00までカフェを開け、来訪者に対応してい

た。開所以来、住民の寄り合いどころとして賑わっている。地域の人との交流を通して、

家に閉じこもりがちな高齢者の心身機能低下を防ぐ、松浦市の介護予防・地域支え合い事

業の一環でもあった。

Ⅳ 長崎県内地域包括ケア施設視察
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図４-４ 集いの場「お寄りまっせ」の様子

（出所：松浦市地域包括支援センター訪問資料）

図４-５ ｢お寄りまっせ」参加人数の推移

（出所：松浦市地域包括支援センター訪問資料）



③ 地域ケア会議

松浦市では、平成24年12月26日、「高齢者が住みなれた地域で安心して、尊厳ある生活を

おくるために必要な環境づくりを目指して、関係機関の連携及び相互理解のもとに適切な支

援を図ると共に、地域包括ケアシステムを構築し、地域ケアの総合調整を行うため、松浦市

地域ケア会議を設置する。」（第１条）と謳った松浦市地域ケア会議設置要綱を告示し、平成

27年４月１日から施行していた。

松浦市の地域ケア会議は、代表者会議、実務者会議、個別ケア会議の三層構造になってい

た。それぞれの役割は以下に示すとおりである。

ア 代表者会議

代表者会議を構成する機関は、松浦市民生委員・児童委員協議会、社会福祉法人松浦市

社会福祉協議会、松浦市居宅介護支援事業者等連絡協議会、松浦市老人クラブ連合会、松

浦市医師会、松浦警察署、松浦市消防本部、平戸人権擁護委員協議会、長崎地方法務局平

戸支局、松浦市福祉事務所、松浦市長寿介護課、長崎県県北保健所、介護サービス事業者

代表、県北地域リハビリテーション広域支援センター、長崎県弁護士会の16機関から構成

されていた。会議は年２回開催され、支援が必要な高齢者への対策全般についての情報交

換及び構成機関との円滑な連携、地域包括ケアシステム構築等の全般的な事項について協

議することになっていた。

イ 実務者会議

実務者会議は、構成機関等で活動する実務者から構成される会議で、３〜４ヶ月に１回

開催され、支援が必要な高齢者等の実態把握や支援方法の検討を行うことになっていた。

ウ 個別ケア会議

個別ケア会議は、個別の事例について、構成機関で直接関わりを有している担当者や今

後関わりが見込まれる担当者等で構成される会議で随時開催されており、具体的な支援の

内容等を検討することになっていた。なお、検討された主な議題は、虚弱で被害妄想があ

る独居高齢者に対する支援、家屋環境・経済的困窮・身体状況から在宅生活が困難になっ

ている高齢者に対する支援、認知症が疑われる独居高齢者に対する支援などがあった。
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図４-６ みくりや駅前元気カフェの様子

（出所：松浦市地域包括支援センター訪問資料）



３ 東彼杵町地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月９日㈫ 10：00〜11：30

⑵ 場 所 東彼杵町役場 健康ほけん課

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 中村 由紀 高齢者支援係長

⑸ 内 容

① 東彼杵町の状況

東彼杵町の総人口は、2015年（平成27）３月末現在で8,402人、高齢者人口2,688人、高齢

化率32.0％であった。

大村市地域包括支援センターは健康ほけん課内に設置された直営型で、課長１人、保健師

２人、主任介護専門員１人、社会福祉士１人の職員体制となっていた。

② 介護予防事業

東彼杵町包括支援センターでは、今後さらに高齢化が進むことが予測されることから介護

予防事業に力を入れており、図４-７に示すように成果が出つつあると認識していた。

ア 高齢者つどいの広場「よんなんせ」

この教室は、65歳以上の介護認定を受けていない方で外出の機会が少ない方が対象で、

毎週火・木・金曜日（10：30〜15：30）に町総合会館（和室研修室）で開催されていた。

内容は、午前中が健康体操、頭の体操、午後は趣味活動（自由行動）の構成になっていた。

イ 若さを保つ勉強会

この勉強会は、65歳以上の方すべてが対象で、平成27年８〜９月にかけて町総合会館及

び農村環境改善センターで実施されていた。内容は、栄養、運動、口腔（歯）についての

学習となっていた。
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図４-７ 東彼杵町の高齢化率・要介護認定者数

（出所：東彼杵町地域包括支援センター視察資料）

図４-８ 高齢者つどいの広場「よんなんせ」の様子（出所：東彼杵町地域包括支援センター視察資料）



ウ 転倒骨折予防体操教室「よってみんね」

この教室は65歳以上の方すべてが対象で、町内３地区で自主的に実施されていた。内容

は午前中が体操、午後からは趣味活動（自由行動）となっていた。

エ 千綿地区介護予防教室「よってみんね」

この教室は、これまで自主的に実施されていた転倒骨折予防体操教室をリニューアルし

たものである。毎週月曜日（13：30〜15：00）に千綿農村環境改善センターで開かれてお

り、参加者参加型で体操を中心にやりたいことや知りたいことを取り入れていた。

③ 見守り事業

ア 緊急通報システム

ひとり暮らしの高齢者や障害をもつ方で持病をもち、見守りが必要な方が対象であるが、

原則３人の協力員の登録が必要要件とされていた。

具体的には、月２〜３回の様子伺いコールと緊急時の協力員や119番への連絡を長崎安

全センターに業務委託するものであり、料金は東彼杵町が負担し、利用者は無料となって

いた。

イ 黄色い旗見守り隊事業

この事業は、東彼杵町内の口木田、飯盛、中岳、遠目の４地区で実施されており、地区

の全世帯で「朝黄色い旗を立て、夕方とりこむ」ことを決めて実行していた。旗の動きの

ない見守り対象世帯へ様子を見に行くことで安否確認等を行うことになっていた。

④ 地域ケア会議

地域包括支援センターにとって地域ケア会議の設置・開催は大きな課題である。東彼杵町

ではこれまでも担当者による個別ケース会議の実施や医師と介護関係者との協議の場は設け

たものの、地域ケア会議の設置にまでは至っていない。現在、長崎県の地域ケア会議推進モ

デル事業の支援を受けながら、平成27年度中の設置・開催にむけて鋭意準備中とのことで

あった。
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図４-９ 若さを保つ勉強会の様子

（出所：東彼杵町地域包括支援センター視察資料）



４ 大村市地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月９日㈫ 13：30〜16：00

⑵ 場 所 大村市福祉保健部 長寿介護課

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 熊 俊則 課長、前川 靖彦 政策グループ係長、他 保健師２人

⑸ 内 容

① 大村市の状況

大村市の推計総人口は、2014年（平成26）10月末現在で94,272人、高齢者人口20,645人、

高齢化率21.9％であった。また、大村市の全世帯数は、40,452世帯、うち高齢者含む世帯が

14,806世帯、特に単身高齢者世帯は5,548世帯であった。

② 大村市地域包括ケアシステムの構築

大村市の地域包括ケアシステムは、大村市、大村市医師会、大村東彼歯科医師会、大村東

彼薬剤師会、介護支援専門員連絡協議会の五者による包括的連携協定を結んでいるところが

大きな特徴であった。そして、図４-10に示すような重層的な大村市地域包括ケア推進会議

を設置しており、大村市の施策と介護保険事業を一体的に進めていた。また、その構成員は

以下のとおりであった。
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図４-10 大村市地域包括ケアシステム

（出所：大村市地域包括支援センター提供資料）

図４-11 大村市地域包括ケア会議

（出所：大村市地域包括支援センター提供）



さらに、大村市では平成28年度からは地域の特性を生かした社会資源の開発、在宅医療と

在宅介護の推進、処遇困難な地域の高齢者の支援策実施などを推進するために、図４-12に

示すように大村市内６つの中学校区ごとに地域ケア圏域会議を開設する計画であった。その

構成員は、各地区20人以下とし、ケアマネジャー、民生児童委員、町内会・老人会・婦人会、

医師・歯科医師、看護師・介護士、薬剤師、リハビリ専門職、介護サービス事業所、健康づ

くり推進員、市（地域包括支援センター）を想定していた。

なお、大村市における地域包括システムのとらえ方は、介護予防・日常生活支援総合事業

や認知症施策などに限定することなく、就労機会（雇用の確保）や居住環境（住宅や買い

物）などを包含したものであり、住み慣れた地域でみんなが支えるまちづくりこそ、大村市

が目指す地域包括システムとされていた。

③ 介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・日常生活支援事業は、平成27年４月からの実施であるが、円滑な事業への移

行・実施のため平成29年３月までその実施の猶予が図られている。そのため、長崎県でも３

市町を除けば多くの市町が現行のままとなっている。

そうした中、大村市では次の図４-13に示すようにいち早く見直しを図り、新しい総合事

業をスタートさせていた。
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図４-12 地域ケア圏域会議

（出所：大村市地域包括支援センター提供資料）

図４-13 大村市介護予防・日常生活支援総合事業

（出所：大村市地域包括支援センター提供資料）



各サービス事業についても、訪問系と通所系、さらに見なし型とＡ型、Ｂ型、Ｃ型と類別

しており、それぞれのサービスごとに月対象者、利用者基準、実施主体、必要なプラン、利

用区分、利用者負担を定めていたので、図４-14には、地域ヘルプサービス（Ｂ型）を示し

ておく。

④ 認知症施策の推進

大村市では、認知症有病者数を3,038人、軽度認知症（MCI）有病者数2,188人と推計して

いた。そこで、認知症施策として、認知症総合相談センターの確立、認知症初期集中支援

チーム設置、高齢者の見守りに関する包括的連携協定、認知症ケアパス作成普及啓発、「認

知症支援リーダー養成」実施、「認知症サポーター養成講座」を推進していた。
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図４-15 大村市認知症施策の推進

（出所：大村市地域包括支援センター提供資料）

図４-14 地域ヘルプサービス（B型）・地域ふれあい館（B型）

（出所：大村市地域包括支援センター提供資料）



特に、「認知症支援リーダー」は、大村市と大村市医師会が認定する大村市独自の認定資

格であり、その役割として、かかりつけ医、認知症サポート医との連携強化、市民からの認

知症に関する相談対応力の強化、大村市及び医師会が実施する認知症施策への協力などが

あった。

養成研修の受講内容としては、医療（疾患医療の基礎知識、検査の見方、治療薬）、連携

（ケアと連携について講義と事例検討）、BPSD（BPSD についての講義及びディスカッショ

ン、事例検討）の３つの講義を受けることになっており、平成26年度第１期基礎研修として

100人に修了証が交付されていた。平成27年度も第２期基礎研修、スキルアップ研修が予定

されていた。

５ 雲仙市地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月17日㈬ 10：00〜12：00

⑵ 場 所 雲仙市地域包括支援センター

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 吉武 直樹 所長

⑸ 内 容

① 島原地域広域市町村域組合

島原半島にある雲仙市、島原市、南島原市は、それぞれの介護保険部門を拠出して、島原

地域広域市町村域組合を組織していた点が他市町と大きく変わっていた点である。したがっ

て、島原地域広域市町村域組合が保険者となり、島原市医師会と南高医師会に図４-16に示

すように地域包括支援センターを委託していた。
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図４-16 島原半島の介護保険の運営

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料を一部修正）



② 雲仙市の状況

雲仙市の総人口は2015年（平成27）３月末現在で45,972人、高齢者人口14,133人、高齢化

率30.7％であった。なお、雲仙市は国見町、瑞穂町、吾妻町、愛野町、千々石町、小浜町、

南串山町の７町で構成されているが、愛野町の高齢化率のみが21.2％と低く、逆に小浜町は

35.7％に及び他の５町は平均して30％台を推移していた。その背景には、愛野町の地理的な

要因があり、隣接する諫早市などのベッドタウン化が高齢化率を下げているようだった。

③ 介護予防ケアマネジメント事業

雲仙市地域包括支援センターでは、介護予防ケアマネジメント事業、総合相談・支援事業、

権利擁護事業、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業、認知症総合支援事業、指定介護

予防支援事業などの業務に取り組んでいたが、特に、介護予防ケアマネジメント事業を中心

に伺った。

なお、介護予防・日常生活支援総合事業については、保険者である島原地域広域市町村域

組合が、平成29年４月からの実施を決めており、現行の介護予防事業が展開されていた。

ア ｢がまだす高齢者」介護予防教室

島原地域広域市町村域組合が、二次予防事業対象者と判断された「がまだす高齢者」に

は各町で「がまだす高齢者」介護予防教室が雲仙市７町で実施されていた。平成26年度参

加状況は、がまだす高齢者該当数729人に対して163人（22.4％）が参加されていた。

イ 介護予防普及啓発活動

介護予防普及啓発活動としては、介護予防フォーラム、認知症サポーター養成講座、転

倒骨折予防体操普及教室などの取り組みがあった。

介護予防フォーラムは、毎年開催されており、基調講演、健康体操、シンポジウムなど

から構成されていた。

認知症サポーター養成講座は、認知症サポーター100万人キャラバンの一環として開催

されており、平成26年度現在で2,358人の方々を養成されておりました。併せて、長崎県

認知症サポーター活動拠点支援事業として、認知症サポートリーダー養成講座も平成27年
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図４-17 がまだす高齢者介護予防教室風景

（出所：雲仙市地域包括支援センター提供資料）



１月〜２月に計６回実施し、28人の修了をみたとのことである。

転倒骨折予防体操普及教室では、雲仙市作成の「ころばんごとがんばらんば体操」

DVD を教材に、平成26年度は市内35グループが熱心に取り組んでおり、参加者の運動機

能は改善されつつあることが長崎大学の平瀬達哉先生から報告されたとのことであった。

④ 地域ケア会議

雲仙市の地域ケア会議は、個別のケースを検討する地域ケア個別会議、日常生活圏域レベ

ルの小地域ケア会議、市レベルの地域包括ケア会議及び地域包括ケア連携推進会議の四層構

造になっていた。

ア 地域ケア個別会議

地域ケア個別会議は、地域包括支援センターの３職種で主担当を決め、随時実施してい

る。また、会議の参加者は、相談内容に応じて招集することにしている。

内容としては、支援困難事例、成年後見制度、精神疾患（統合失調症など）対象者への

支援方法などである。

イ 小地域ケア会議

７町（日常生活圏）ごとに３ヶ月に１回、地域包括支援センターの３職種で主担当・副

担当を決め、実施している。会議の参加者には、居宅・サービス事業所、グループホーム

及び施設関係者、医療機関、民生委員、社会福祉協議会、行政などが含まれている。

内容としては、地域課題が含まれているケース、地域づくり・社会資源開発が必要な

ケースなどが主であるが、現在では、顔の見える関係づくりをメインにネットワーク構築

を行っている。
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図４-18 雲仙市における「地域ケア会議」の分類

（出所：雲仙市地域包括支援センター提供資料）



ウ 地域包括ケア会議

地域包括支援センターの３職種がローテーションで担当を決め、３ヶ月に１回実施して

いる。参加者は、島原地域広域市町村域組合、福祉事務所、健康づくり課、県南保健所、

雲仙警察署、小浜消防署、民生委員会長、ケアマネ雲仙ブロック会長、社会福祉協議会、

広域リハ協力病院から構成されている。

内容としては、個別会議や小地域ケア会議で検討するも十分な解決に至らなかったケー

スや地域課題等であるが、その他に参加者からの情報提供などがある。

エ 地域包括ケア連携推進会議

３職種会議でそれぞれの役割を決め、年１回程度開催している。参加者は、雲仙市議員、

島原地域広域市町村域組合、福祉事務所、健康づくり課、県南保健所、雲仙警察署、小浜

消防署、南高医師会、南高歯科医師会、老人クラブ連合会、自治会長連合会、法テラス雲

仙、民生委員、婦人会、栄養士会、認知症の人と家族の会代表、食改代表、医療機関代表、

グループホーム代表、島原半島ケアマネ協議会、老人福祉施設協議会、社会福祉協議会、

広域リハ協力病院から構成されている。

内容としては、地域包括支援センター実績報告や地域包括ケア会議で検討した内容を報

告し、社会資源の整備や政策形成につなげる検討を行う。

６ 島原市地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月17日㈬ 14：30〜17：00

⑵ 場 所 島原医師会館

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 辻 敏子 所長

⑸ 内 容

① 島原市の状況

島原市の総人口は平成27年８月末現在で46,916人、高齢者人口は14,804人、高齢化率は

31.6％であった。

② 地域包括ケアシステムへの取り組み

今回の島原市地域包括支援センター訪問の主たる目的は、地域ケア会議への参加（オブ

ザーバー）であった。したがって、本報告では割愛するが、本報告書「Ⅴ地域包括ケア論・

共修授業」における辻 敏子氏提供の第14講講義資料「多職種協働による地域包括ケアシス

テムの構築」を参照されたい。

③ 地域ケア会議参加（オブザーバー）

島原市の地域ケア会議は、支援者等の後方支援として行う小地域ケア会議と多職種協働に

よる島原市地域ケア会議の二層構造になっていた。

ア 小地域ケア会議

・目 的 介護支援専門員が抱える事例の検討

・開催日 不定期
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表４-２ 小地域ケア会議の構成メンバー

所 属 職 種 所 属 職 種

居宅介護支援事業所 介護支援専門員 島原市福祉保健部福祉班 保健師

島原市医福祉保健部保護班 ケースワーカー サービス提供事業所 代表者

本人・家族 本人・家族 地域包括支援センター ３職種

広域リハビリ支援センター 理学療法士 その他必要となる者

（出所：地域包括ケア論第14講講義資料から作成）

イ 島原市地域ケア会議

地域包括支援センターにとって地域ケア会議の開催が大きな課題となっているが、島原

市地域包括支援センターでは、地域ケア会議の開催日と会議のメンバーを固定させていち

早く定例化されるなど実績が積まれていた。お互いの顔が見える信頼関係の中で、地域ケ

ア会議の機能が十分に果たされていた。

・目 的 構成員より情報提供、社会資源の共有、事例検討、地域課題の把握

・開催日 定例（第３水曜 15：00〜）

・場 所 島原市医師会館 会議室

・構成員 固定メンバー

表４-３ 地域ケア会議の構成メンバー

所 属 職 種 所 属 職 種

島原市福祉保健部地域福祉班 保健師 島原市福祉保健部健康づくり班 保健師

長崎県島原病院 社会福祉士 長崎県県南保健所 保健師

島原市民生委員協議会連合会 民生委員 島原市地区社会福祉協議会 会長

島原市老人クラブ連合会 事務局長 地域リハビリ広域支援センター
理学療法士

作業療法士

訪問看護ステーションQ 看護師 介護支援専門員連絡協議会 介護支援専門員

認知症疾患医療センター 精神保健福祉士 法テラス長崎法律事務所 弁護士

島原市医師会 医師 在宅医療相談センター 看護師

島原地域広域市町村組合 保健師 地域包括支援センター ３職種

（出所：島原市地域包括支援センター訪問資料）

ウ 地域ケア会議参加

最初の議題は、島原市老人クラブ連合会からの情報提供であった。同連合会では、減少

し続ける老人クラブの会員数や加入率に危機感をもち、そのためのさまざまな取り組みを

した結果、平成27年度は微増であるが持ち直したとの報告であった。老人クラブの衰退は

地域の衰退に繋がるとの危機意識をもって、今後も新規会員を増やす試みを継続されると

のことであった。

２番目の議題は事例検討ということで、「虐待通報があった場合の関係機関との連携と

情報共有について」というテーマで地域包括支援センターから事例が報告された。入院中

の本人の状態確認がなかなか困難というケースであったが、出席した医師、社会福祉士、

行政、弁護士、介護支援専門員などの委員からは、それぞれの専門職の立場から本事例に
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ついて貴重なご意見を聴くことができた。

最後に、情報提供をした地域包括支援センターから本事例への学びと今後の対応策につ

いてまとめがあった。

さらに、地域包括支援センターからは、困難事例や虐待等の気づきがあった場合、その

対応方針を決定する過程をフローチャート式にまとめたものがあることの報告があった。

７ 南島原市地域包括支援センター

⑴ 日 時 平成28年２月18日㈭ ９：30〜11：00

⑵ 場 所 南島原市地域包括支援センター

⑶ 訪問者 宮野 澄男 准教授

⑷ 対応者 志方 芳仁 所長

⑸ 内 容

① 南島原市の状況

南島原市の総人口は2015年（平成27）３月末現在で49,008人、高齢者人口17,129人、高齢

化率35.0％で、島原地域広域市町村域組合の３市の中では最も高かった。

平成27年の65歳以上の要介護認定者数は4,241人、24.9％であったが、認定率は平成20年

以降24％台を推移しており、大きな変化はない。

Ⅳ 長崎県内地域包括ケア施設視察
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写真４-３ 地域ケア会議の様子

図４-19 要介護認定者数及び介護認定率の推移

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料）



また、南島原市は加津佐町、口之津町、南有馬町、北有馬町、西有家町、有家町、布津町、

深江町の８町から構成されているが、それぞれの高齢化率、認定率は図に示したとおりであ

る。

南島原市地域包括支援センターの職員体制は、保健師３人、社会福祉士４人、主任介護支

援専門員７人、介護支援専門員７人、事務職員２人の23人が本所（北有馬町）とブランチ

（有家町）に配属されていた。

② 介護予防事業

南島原市では、今後も高齢化がさらに加速されていることから以下のような介護予防事業

に取り組んでいた。

ア 介護予防教室「わこなろ会」

南島原市では、市内８町において65歳以上の方で特定健診や訪問調査で足腰の筋力の低

下や口腔機能低下等のある人を対象に介護予防教室「わこなろ会」への参加を紹介してい

る。この教室では、３ヶ月間に週１回程度の割合で計12回、運動、口腔、栄養改善を目的

とした複合的なプログラムを実施していた。なお、平成26年度参加状況は該当数2,248人

に対し279人（12.4％）が参加していた。

イ 介護予防自主活動グループ支援

この自主活動グループは、「わこなろ会」に参加した後、自主的に介護予防活動を継続

しているグループのことである。活動は月に１〜３回程度で、内容はグループ内で話し

合って決めていた。平成26年度は８町で121グループ1,809人が体操や脳トレ、調理、茶話

会などさまざまな活動が展開されていた。

自主活動グループに参加することで楽しみが増え、生き生きとした生活を過ごしている

ことが地域包括支援センターの広報誌にも紹介されていた。

ウ 介護予防ボランティア定期会

年１回実施している介護予防ボランティア養成講座の受講者の中から自主的に定期会を

組織されたもので、平成26年８月末で市内４ヶ所、会員数80人である。

主な活動は、介護予防自主活動グループの支援、「わこなろ会」の支援、施設ボラン
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図４-20 南島原市町別高齢化率・認定率

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料）



ティアなどの他に、会員同士によるボランティア活動の情報交換等も行っていた。

エ がまだすボランティア

介護予防ボランティア養成講座受講者が登録された機関でボランティアを行うことによ

りポイントがつき、交付金等が支給されるものである。

③ 認知症対策

南島原市では、認知症高齢者を図４-21のように推計している。

南島原市の認知症施策としては認知症サポーター養成講座があった。１グループにつき５

名以上から受け付けており、自主活動グループ、シルバー人材センター、警察署、民生委

員・児童委員、中学校、高等学校などで認知症に関する勉強会を実施してきた。平成21年度

から開始し、平成26年度までに63講座3,275人を養成している。

また、新たな取り組みとして認知症カフェの開設があった。この施設は毎月第１日曜日、

第３木曜日（11：00〜14：00）に開設され、飲み物200円、食事300円で利用できるため、認

知症の方とその家族、専門職、地域の方々などが気軽に集い、おしゃべりを楽しみながら語

らう場所となっていた。現在は市内に１ヶ所のため、今後の拡充が望まれるところであった。

④ 地域ケア会議

南島原市の地域ケア会議は、個別のケースを検討する地域ケア個別会議については、随時、

担当者を中心に進めていた。

市レベルの地域ケア会議は、島原市の地域ケア会議同様、毎月第２木曜日と定例化するこ

とで円滑に実施されていた。

Ⅳ 長崎県内地域包括ケア施設視察
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図４-21 南島原市認知症高齢者推計

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料）



平成27年度の地域ケア会議の事例抜粋をみると、個別会議で検討するも十分な解決に至ら

なかった事例に対して、多職種による専門家の意見や今後の対応策、事例から見えてくる地

域課題等が議論されていることが明らかになった。

― 98 ―

図４-22 南島原市地域ケア会議

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料）

図４-23 南島原市地域ケア会議事例

（出所：南島原市地域包括支援センター提供資料）



Ⅴ　地域包括ケア論・共修授業





１ 地域包括ケア論

⑴ 目 的

超高齢社会を迎える中、医療と介護を一体的に提供する地域包括ケアシステムの構築が喫

緊の課題となっている。また、地域包括ケアシステムの地域における実践の視点から、近年

多職種連携の必要性が増している。このため、多職種で連携ができる資質を学部教育の中で

養うことは、今後、地域包括ケアシステムを各地域で構築する上で肝要と考える。

こうした状況を踏まえて、長崎純心大学では、平成27年度新たに地域包括ケア論を選択科

目として開講した。地域包括ケア論のカリキュラム・ポリシーとしては、社会背景や社会保

障制度など地域包括ケアシステムをマクロ的にとらえる視点と地域包括支援センターの役割

や課題など地域包括ケアシステムをメゾ的、マクロ的にとらえる視点からシラバスを構成す

ることにした。

併せて、地域包括ケアシステムを構築する上で重要な要素として考えられる多職種連携に

ついても地域包括ケア論の中心的コンセプトとし、全15講のうち５講を長崎大学医学部との

共修授業とすることで、長崎大学医学部生とのグループワークを通して多職種連携に繋がる

資質を実践的に学ぶことを目的とした。

また、地域包括ケア論では、医療や福祉の現場で活躍している専門職を講師に依頼し、オ

ムニバス形式をとることによってより実践的な科目になるよう配慮した。

⑵ 一般目標（GIO）

地域包括ケアの現状や諸課題を通して、地域包括ケアシステムに関する基礎的・基本的な

内容を理解するとともに、長崎大学医学部との共修を通して、地域包括ケアシステム構築の

基盤ともなる将来の多職種連携に繋がる資質を実践的に養う。

⑶ 行動目標（SBOs）

行動目標 内 容

SBO01 地域包括ケアシステムを取り巻く社会的背景や現状、諸課題を理解することができる。

SBO02 地域包括ケアシステムの基本理念を理解することができる。

SBO03 地域包括ケアシステムを構成する基本的な要素について理解することができる。

SBO04
関係団体との連携を深め、医療・介護・予防を一体的に提供することにより、住み慣れた地域での生

活を支える仕組みが構築できることを理解することができる。

SBO05 地域包括ケアシステムの構築に関心をもち、今後の学習に生かそうとする意欲を持つことができる。

SBO06
急性期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連携の実際を理解するこ

とができる。

SBO07
回復期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連携の実際を理解するこ

とができる。

SBO08 地域包括ケアの推進における医療と福祉との多職種連携の意義について理解することができる。

SBO09 地域包括ケアシステムにおける地域包括支援センターの役割や業務内容を理解することができる。

SBO10
地域包括支援センターによる関係機関等との連携など地域のネットワークづくりの実際を理解するこ

とができる。

SBO11 地域ケア会議の設置及び運営並びに諸課題について実践事例をもとに理解することができる。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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行動目標 内 容

SBO12

地域ケア会議が個別ケースに留まることなく、地域課題を関係者と共有し、課題解決に向けて新たな

社会資源の開発、さらには政策形成化など、ボトムアップする機能を有していることを理解すること

ができる。

SBO13
地域ケア会議における地域の多職種や住民等、関係者間の連携や協働の重要性について理解すること

ができる。

SBO14 地域包括ケアにおける地域ケア会議の役割について理解することができる。

SBO15
共修授業を通して、見方や考え方の異なる他の大学生と協働して課題解決に取り組むなど、多職種連

携の基盤となる実践的な態度を養うことができる。

図５-１ 地域包括ケア論行動目標一覧

⑷ 授業実績

期 日 内 容

第１講

９月28日㈪

「地域包括ケア論とは」

講師：長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

第２講

10月３日㈯

「地域におけるケアシステムの現状と課題⑴〜地域包括ケアシステムを支える地域包括支援セン

ターの役割〜」

講師：長崎市市民局福祉部福祉総務課 保健師（前福祉部理事）吉峯 悦子

第３講

10月３日㈯

「地域におけるケアシステムの現状と課題⑵〜地域包括支援センターと関係機関との連携の実際〜」

講師：長崎市市民局福祉部福祉総務課 保健師（前福祉部理事）吉峯 悦子

第４講

10月５日㈪

「地域包括ケアシステム構築のための理論と手法」

講師：長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

第５講

10月24日㈯

「地域におけるケアシステムの現状と課題⑶〜急性期退院カンファレンスと多職種連携〜」

講師：長崎みなとメディカルセンター市民病院

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）宮川 江利

第６講

10月24日㈯

「地域におけるケアシステムの現状と課題⑷〜回復期退院カンファレンスと多職種連携〜」

講師：社会医療法人春回会 長崎北病院

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）井上加奈子

第７講

10月28日㈬

オリエンテーショ及び地域包括ケア論特別講義

「『地域包括ケアシステム』について」

講師：長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

第８講

11月４日㈬
講義及びワークショップ①（事例検討）〜ディスカッション〜

第９講

11月４日㈬
ワークショップ②（事例検討）〜発表準備（グループ別）〜

第10講

11月11日㈬

ワークショップ③（医療・保健・福祉の連携）

〜プレゼンテーション（各教室別）〜

第11講

11月11日㈬

ワークショップ④（医療・保健・福祉の連携）

〜プレゼンテーション（優秀グループによる）〜

第12講

11月28日㈯

「医療と介護・福祉サービスにおける多職種連携〜地域・チームで高齢者等を支える仕組み〜」

講師：長崎大学地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

第13講

11月28日㈯

「地域ケア会議の開催⑴〜地域課題の共有、社会資源開発、政策形成〜」

講師：佐々町地域包括支援センター 課長補佐 江田 佳子

第14講

12月12日㈯

「地域ケア会議の開催⑵〜多種な職種や機関等との連携協働〜」

講師：島原市地域包括支援センター 所長 辻 敏子

第15講

12月12日㈯

「地域包括ケア論総括」

講師：長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

図５-２ 授業実績
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⑸ 授業評価

① 毎時の授業評価

地域包括ケア論においては、毎回授業後、受講生に対して図５-３に示すような授業評価

票を実施し、項目（①〜⑤）について４選択肢の自己評価を基に学生たちの意識を調査した。

本報告書では全15講の授業のうち最終講である第15講における授業評価票の結果（図５-３）

と学生の感想の一部を例示する。

【学生の感想（一部）】

〇 15回講義で現場で働く方々のお話をお聞きすることができたこと。共修授業で長

大の方と学ぶことができ、とても充実した時間となりました。学んだことを今後生

かしていきたいです。そしてこれからも学び続けるということを大切にしたいです。

ありがとうございました。

〇 医学部生との話し合いをして、自分の意見や考えを相手に伝えることや理解・納

得してもらえるように説明する難しさを感じたが、福祉からの視点を医学部生の前

で話せて、少しは分かってくれたと思うと嬉しいし、達成感も少しあります。来年

のこの企画はより良いものになり、医学との連携が深くなればいいなと思います。

〇 15回の講義を経て、教科書にないような現場のこと、支援の実際を学ぶことがで

きた。また、共修授業を通して医療分野の知識を新たに吸収したり、自分の福祉の

知識が浅いということを見つめ直す機会になった。本講義で得た学び・経験を、こ

れからの学習にも活かしていきたい。活かしていけるよう、より学習しなければな

らないと感じた。
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写真５-１ 地域包括ケア論の授業の様子

図５-３ 毎時の授業評価票（第15講）



次に、評価票を項目別に集計、グラフ化したところ図５-４のとおりであった。

評価項目①「授業に対して意欲的に取り組んだと思う。」について、「大変そう思う」が

17人、「そう思う」が15人で、「あまり思わない」と「全く思わない」は０人であった。

評価項目②「本時の学習課題を理解して授業に臨んだと思う。」について、「大変そう思

う」が12人、「そう思う」18人で、「あまり思わない」０人、「全く思わない」が１人で

「事前に理解していなかった。」とコメントしている。無回答が１人であった。

評価項目③「本日の授業でわからないところがあれば、自分で調べたり、先生や友だち

に質問したりするつもりでいる。」については、「大変そう思う」が14人、「そう思う」が

16人で、「あまり思わない」０人、「全く思わない」は１人で「分からないところはなかっ

た。」とコメントしていた。無回答が１人であった。

評価項目④「授業で学習した内容はだいたい理解したと思う。」について、「大変そう思

う」が15人、「そう思う」が16人で、「あまり思わない」と「全く思わない」は０人で、無

回答が１人であった。

評価項目⑤「授業で『わかった』『できた』という達成感をもつことができたと思う。」

については、「大変そう思う」が16人、「そう思う」が16人で、「あまり思わない」と「全

く思わない」は０人であった。

以上のことから、学生たちは地域包括ケア論に対して、一定の課題意識や学習意欲を

持って臨み、学習内容の理解と達成感を有していたことがいえよう。

なお、学生たちの学びの傾向は、第15講以外の講義でも同様の結果であったことを申し

添えておく。

また、これらの授業評価の結果は、必要に応じて各指導者へ還元し、今後の指導上の参

考資料としていただいている。
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図５-４ 評価結果



② 総括評価

地域包括ケア論終了時に、行動目標（SBOs）の達成度を測定するために、図５-５に示す

評価項目（EC01〜EC15）について４選択肢の自己評価を実施し、学生たちの意識を調査し

た。

総括評価票に示された評価項目EC01〜EC15は、５つのカテゴリーに分けられるので、そ

れぞれについて集計、グラフ化したところ図５-６・７・８・９・10のとおりであった。

ア 地域包括ケアシステム

EC01「地域包括ケアシステムを取り巻く社会的背景や現状、諸課題を理解することが

できた。」については、「大変そう思う」16人、「そう思う」18人で、「あまり思わない」と

「全く思わない」はともに０人であった。

EC02「地域包括ケアシステムの基本理念を理解することができた。」については、「大

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 105―

図５-５ 総括評価票



変そう思う」が14人、「そう思う」が20人で、「あまり思わない」と「全く思わない」はと

もに０人であった。

EC03「地域包括ケアシステムを構成する基本的な要素について理解することができ

た。」については、「大変そう思う」と「そう思う」とはそれぞれ17人で、「あまり思わな

い」と「全く思わない」はともに０人であった。

EC04「関係団体との連携を深め、医療・介護・予防を一体的に提供することにより、

住み慣れた地域での生活を支える仕組みが構築できることを理解することができた。」に

ついては、「大変そう思う」が23人、「そう思う」が11人、「あまり思わない」と「全く思

わない」はともに０人であった。

EC05「地域包括ケアシステムの構築に関心をもち、今後の学習に生かそうとする意欲

を持つことができた。」については、「大変そう思う」が30人、「そう思う」が４人で、「あ

まり思わない」と「全く思わない」はともに０人であった。

以上のことから、学生たちは地域包括ケアシステムについての基本理念や社会的背景、

基本要素などに関して、一定の理解を深めたことが推測される。

また、地域包括ケアシステムの構築に関心をもち、そのためには、医療・介護・予防の

一体的な取り組みが必要なことを理解し、多くの学生が今後の学習に生かそうとする意欲

を示したことは「地域包括ケア論」の大きな成果であるといえる。

イ 多職種連携

EC06「急性期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連

携の実際を理解することができた。」については、「大変そう思う」が８人、「そう思う」

が26人で、「あまり思わない」と「全く思わない」とはともに０人であった。

EC07「回復期病院における医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割と多職種連

携の実際を理解することができた。」については、「大変そう思う」が７人、「そう思う」

が26人で、「あまり思わない」が１人、「全く思わない」が０人であった。

EC08「地域包括ケアの推進における医療と福祉との多職種連携の意義について理解す
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図５-６ 地域包括ケアシステム



ることができた。」については、「大変そう思う」23人、「そう思う」11人で、「あまり思わ

ない」と「全く思わない」はともに０人であった。

以上のことから、地域包括ケアの推進における医療と福祉との多職種連携の意義につい

ては、ある程度理解できたものの、多職種連携を進める医療ソーシャルワーカーの役割に

ついては理解が難しかったことが推測される。

ウ 地域包括支援センター

EC09「地域包括ケアシステムにおける地域包括支援センターの役割や業務内容を理解

することができた。」については、「大変そう思う」13人、「そう思う」が21人で、「あまり

思わない」と「全く思わない」はともに０人であった。

EC10「地域包括支援センターによる関係機関等との連携など地域のネットワークづく

りの実際を理解することができた。」については、「大変そう思う」が18人、「そう思う」

が16人で、「あまり思わない」と「全く思わない」はともに０人であった。

以上のことから、地域包括ケアシステムの中核を担うことが期待されている地域包括支

援センターの役割や業務内容、地域ネットワークづくりなどについてある程度理解が深

まったといえよう。

エ 地域ケア会議

EC11「地域ケア会議の設置及び運営並びに諸課題について実践事例をもとに理解する

ことができた。」については、「大変そう思う」が14人、「そう思う」が19人で、「あまり思

わない」が１人、「全く思わない」は０人であった。

EC12「地域ケア会議が個別ケースに留まることなく、地域課題を関係者と共有し、課

題解決に向けて新たな社会資源の開発、さらには政策形成化など、ボトムアップする機能

を有していることを理解することができた。」については、「大変そう思う」が16人、「そ

う思う」が17人で、「あまり思わない」が１人、「全く思わない」は０人であった。
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図５-７ 多職種連携

図５-８ 地域包括支援センター



EC13「地域ケア会議における地域の多職種や住民等、関係者間の連携や協働の重要性

について理解することができた。」については、「大変そう思う」が26人、「そう思う」が

８人で、「あまり思わない」と「全く思わない」はともに０人であった。

EC14「地域包括ケアにおける地域ケア会議の役割について理解することができた。」に

ついては、「大変そう思う」が17人、「そう思う」が17人で、「あまり思わない」と「全く

思わない」はともに０人であった。

以上のことから、地域ケア会議の役割や運営についての理解はもとより、地域ケア会議

の開催に当たっては、地域の多職種や住民等、関係者間の連携の重要性に気付いたことは

大きい。

オ 共修授業

EC15「共修授業を通して、見方や考え方の異なる他の大学生と協働して課題解決に取

り組むなど、多職種連携の基盤となる実践的な態度を養うことができた。」については、

「大変そう思う」が20人、「そう思う」が14人で、「あまり思わない」と「全く思わない」

はともに０人であった。

このことから、共修授業を通して、多職種連携の基盤となる実践的な態度を養うという

地域包括ケア論の目標は概ね達成できたのではないかと考える。
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図５-10 共修授業

図５-９ 地域ケア会議



共修授業について、学生からの感想を一部紹介する。

○ 医療と福祉とは、それぞれ違う視点で考えていると思っていたが、そうではなく

多職種連携を行うことによって、利用者という相手がいる中で成り立つものであり、

それぞれの専門性をいかに広げることができるのかが重要であるのだと思った。共

通の言葉もあり、医療のことも私たちも学ぶことはこれからにつながるだろうと

思っている。とてもいい学びになった。

○ 多職種連携の大切さを講義の中で聞き、理解することができているものの、実際

のディスカッションの場では、連携して相手に自分の伝えたいことが伝えられるよ

うにすることの難しさを感じた。しかし、前もっての準備や、伝えるための気持ち

を持ってむかえることでグループに一人でアウェイな状況でも対応することができ、

自分に自信を持つことができた。

○ 初め、私についていけるのかと不安で参加し、あっという間の15回でした。参加

する中で多くの新たな学びがあり、また長大の学生との共修授業もあり、参加して

よかったと思いました。これまでの学びを活かし、地域包括ケアや自分の生活する

地域について考えていきたいと思います。

〇 長崎大学での共修授業に参加できたことを誇りに思って今後に役立てていきたい

と思います。地域包括ケアシステムについてや、多職種連携についてなどたくさん

のことを学ぶことができました。

○ 今回初めて共修授業というものを体験して、新鮮さ、そして自分自身の未熟さを

感じつつ、もう少しできることがあったのではないかというもどかしさが残った。

しかし、この思いを忘れず、さらに自身の知識や人に伝える力を磨いていきたい

と思う。これからどんどん新しい場に踏みこむ姿勢を大切にしたい。

○ 自分の学んできた知識を他学科の学生に説明することは、難しいと感じたが、異

なる分野を学ぶ学生に分かりやすく説明しようと考えながら行うことができた。

○ 共修授業を通して、他学科の学生とディスカッションをすることで、異なる視点

を知ることができ、お互いに意見を尊重しあって学ぶことができたので、多職種連

携を行う上で、とても重要なことを実践できたと思う。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 109―



― 110―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 111―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 112―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 113―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 114―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 115―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 116―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 117―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 118―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 119―

第２講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 120―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 121―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 122―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 123―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 124―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 125―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 126―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 127―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



― 128―

第３講 講義資料（吉峯 悦子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 129―

第５講 講義資料（宮川 江利 氏）



― 130―

第５講 講義資料（宮川 江利 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 131―

第５講 講義資料（宮川 江利 氏）



― 132―

第５講 講義資料（宮川 江利 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 133―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



― 134―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 135―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



― 136―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 137―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



― 138―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 139―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



― 140―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 141―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



― 142―

第６講 講義資料（井上加奈子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 143―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



― 144―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 145―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



― 146―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 147―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



― 148―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 149 ―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



― 150 ―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 151 ―

第12講 講義資料（永田 康浩 氏）



― 152 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 153 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



― 154 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 155 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



― 156 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 157 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



― 158 ―

第13講 講義資料（江田 佳子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 159 ―

第14講 講義資料（辻 敏子 氏）



― 160 ―

第14講 講義資料（辻 敏子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 161 ―

第14講 講義資料（辻 敏子 氏）



― 162 ―

第14講 講義資料（辻 敏子 氏）



Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業

― 163 ―

第14講 講義資料（辻 敏子 氏）



２ 共修授業

⑴ 一般目標（GIO）

① 長崎大学医学部

学習背景の異なる大学及び学科とが医療・福祉系という枠を超えて共修の場を設けること

を通して、将来の多職種連携に繋がる医療と福祉の視点を持ち合わせた人材の育成を目指す。

② 長崎純心大学

学習背景の異なる大学及び学科とが医療系、福祉系の枠を超えて共修することを通して、

将来の医療職と福祉職との多職種連携に繋がる資質を養う。

⑵ 行動目標（SBOs）（長崎純心大学）

SBO01 自己の目指す専門職の仕事内容や役割を、他の大学・学科生に説明できる。

SBO02 他の大学・学科生が目指している専門職の仕事内容や役割を理解できる。

SBO03 他の大学・学科生と同じ視点を有していることに気づくことができる。

SBO04 他の大学・学科生とは異なった視点を有していることに気づくことができる。

SBO05 自分の考えを他の大学・学科生に伝えることができる。

SBO06 自分の専門分野に対する興味・モチベーションを向上させることができる。

SBO07 他の大学・学科生が話した内容について共感することができる。

SBO08 見方や考え方の違う他の大学・学科生と協働して、課題解決に取り組む重要性を実感できる。

SBO09
グループワークを通して、掲示事例の目標となる姿（本人がどうなりたいか、また、本人にどう

なって欲しいか）を列挙し、その実現に向けての具体的支援方策を提案できる。

SBO10 地域住民が地域で生活するための医療のしくみを理解することができる。

SBO11 地域住民が地域で生活するための福祉のしくみを理解することができる。

SBO12 医療職と福祉職とが連携することの意義について理解することができる。

図５-11 行動目標一覧

⑶ 共修授業教材

共修授業で使用する事例については、長崎純心大学医療・福祉連携センターに設置されて

いる事業企画委員会で数次にわたる協議を重ねながら作成されたものである。

事例の妥当性、信頼性を高めるため、長崎大学医学部教職員が医療の視点から、長崎純心

大学医療・福祉連携センター教員はもとより、事業企画委員である地域包括支援センターの

社会福祉士、医療現場の医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）、他大学教員が福祉の視点

から協議を深めた。最終的には、共修授業では以下の４つの事例を教材として使用すること

になった。

また、事例作成と平行して利用者情報シートを作成したが、本報告書では事例１の利用者

情報シートのみを紹介する（図５-12）。

① 事例１（急性期）

Ａさんは70歳の妻と２人暮らし。子供は２人で既に独立し他県に在住している。

Ａさんは平成21年（66歳）から高血圧症で近くの診療所で月一回の投薬加療を受け
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ており、血圧も安定していた。

妻は平成24年（67歳）ごろから徐々に見当識障害が目立ってきた。そのため地域包

括支援センターが定期的な訪問し、生活状況の確認を行っている。妻は介護保険で要

支援２と認定され、デイサービスセンターへ週２回通っている。

平成27年９月21日朝、Ａさんは突然ろれつが回らなくなり右上肢のしびれが出現し

たため、救急車で大学病院へ搬送された。診察・検査の結果、脳梗塞の診断で同日か

ら入院加療となった。

入院から10日目、脳梗塞後遺症として右片麻痺があるものの全身状態は安定した。

そのため今後の方針を検討するカンファレンスを行った。

② 事例２（回復期）

80歳のＢさんは79歳の妻と二人暮らし。60歳定年退職後に２型糖尿病と診断され内

服加療が開始された。元々食事・運動療法も几帳面にされており、血糖コントロール

は良好であった。しかし、Ｈ25年（78歳）頃から物忘れが目立つようになり、意欲が

低下、怒りっぽくなり、周囲との付き合いも今ではほとんどなくなっている。Ｈ26年

からは内服忘れが目立って来ており、徐々に血糖コントロールが不良となった。Ｈ27

年に入ってからは散歩中に道に迷い数回警察に保護されている。各種検査よりアルツ

ハイマー型認知症と診断され、抗認知症薬が最近開始された。現在妻がＢさんに内服

を促すと、『もう飲んだ』と怒ってしまい内服はできていない。妻は１人で介護を

行っており疲れた様子である。本人および妻も可能な限り２人での生活を継続したい

と考えている。担当医は、今後のＢさんの生活について地域包括支援センターへ連絡、

相談した。

③ 事例３（緩和・終末期）

Ｃさんは82歳の母親と同居しており、未婚で子どもはいない。11年前に乳癌の手術

を受け、７年前に乳癌の局所再発、３年前に肺・縦隔リンパ節転移、２年前に脳転移

が出現し、薬物・放射線治療を続けていたが徐々に増悪し、抗癌剤での治療は奏効し

なくなった。今後は抗癌剤の治療は中止し、治療の主体を緩和医療とする方針になっ

た。Ｃさんは１か月前まで病院の栄養士として勤務していたが、もの忘れや倦怠感が

ひどくなり、頭痛・めまいの出現頻度が増したため、仕事を退職した。退職後、ベッ

ド上で過ごす事が多く、家事全般は母親に頼っている。現在のＣさんの意向は、自宅

で最期を迎えたいと思っているが、漠然とした不安がある。

母親は現在要支援１の認定を受けており、週１回のデイサービスに行くことを楽し

みにしているが、家事とＣさんの介護のため行けなくなった。また、高齢のため、今

後の介護の負担をとても心配しており、Ｃさんにはホスピスへ入院してもらうことを

希望している。

担当医は今後の事についてカンファレンスを開くことにした。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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④ 事例４（治療継続拒否）

80歳のＤさんは一人暮らし。50歳代に高血圧・２型糖尿病と診断され、自宅近所の

Ｔ診療所に通院し内服加療を継続していた。しかし、11年前に夫を亡くしてから徐々

に外出しなくなり治療が中断した。５年前から物忘れが目立つようになり家事をしな

くなったため、近隣に住む長女が毎日朝晩に食事を届け、長女一人でＤさんの身の回

りの世話を行っていた。

Ｈ27年７月にＤさんは自宅で転倒し動けなくなり、救急車でＧ病院に搬送され、腰

椎圧迫骨折、高血圧（180/90mmHg）、高血糖（400mg/dl）を指摘された。治療が開

始され全身状態が安定したため、８月下旬に回復期リハビリテーションＨ病院に転院

した。

Ｈ病院に入院して約１ヶ月後、Ｄさんが突然リハビリや検査を拒否し、退院したい

と言い出したため、急遽、病院内でケース会議が開かれた。
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図５-12 利用者情報カード



⑷ 授業実践

第１回

10月28日㈬

（14：00〜16：00）

・特別講義「『地域包括ケアシステム』について

長崎純心大学 医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

・共修授業について

長崎大学 地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

・長崎大学坂本キャンパス第２講義室及び長崎純心大学地域連携センター

第２回

11月４日㈬

（13：30〜16：00）

・講話「共修授業について」

長崎大学副学長 松坂 誠應

・アイスブレイク

・ワークショップ①（事例検討）〜ディスカッション〜

【Work１】個人で『強み・弱み』を書き出し、『強み・弱み』シートに貼り出す。

【Work２】事例の目標となる姿について考える。

・ワークショップ②（事例検討）〜発表準備（グループ別）〜

・発表①Work１、２の内容を発表

【Work３】目標を実現するために何ができるのか、具体的な目標や支援を考える。

第３回

11月11日㈬

（13：30〜16：00）

・ワークショップ③（医療・保健・福祉の連携）〜プレゼンテーション（各教室別）〜

【Work４】

①Work３について各自調べてきたことを話し合う。

②この事例をサポートするための社会資源、職種、その役割をイラスト・図を

用いてまとめ、模造紙に記載する。

・発表②各教室で全体発表をする代表１グループを選出

・発表③代表グループによる全体発表

・総括

長崎大学 地域包括ケア教育センター センター長 永田 康浩

長崎純心大学 医療・福祉連携センター センター長 潮谷 有二

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 井口 茂

図５-13 共修授業実践
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写真５-２ 共修授業の様子



⑸ 授業評価

平成27年11月４日㈬の第２回共修授業と11日㈬の第３回共修授業後に、長崎大学医学部医

学科生109人、長崎大学医学部保健学科生98人、長崎純心大学現代福祉学科34人に対して、

図５-14に示す下記評価項目（EC01〜EC12）について４選択肢の自己評価を実施し、学生

たちの意識がどのように変化したかを調査した。

調査結果の分析を一元配置分散分析と対応のあるｔ検定により行った結果が表５-１であ

る。この表から読み取れる特徴的な項目は、次のとおりであった。

・長崎大学医学部医学科

EC03（他の大学・学科生と同じ視点を有していることに気づくこと）、EC10（地域住

民が地域で生活するための医療のしくみを理解すること）、EC11（地域住民が地域で生活

するための福祉のしくみを理解すること）において、両日の平均値間に統計的に有意な差

が見られた。

・長崎大学医学部保健学科

EC03（他の大学・学科生と同じ視点を有していることに気づくこと）、EC06（自分の

専門分野に対する興味・モチベーションを向上させること）、EC08（見方や考え方の違う

他の大学・学科生と協働して課題解決に取り組む重要性を実感できたこと）、EC09（事例

の目標となる姿（本人がどうなりたいか、また、本人にどうなって欲しいか）を列挙し、

その実現に向けての具体的支援方策を提案できたこと）、EC10（地域住民が地域で生活す

るための医療のしくみを理解すること）、EC11（地域住民が地域で生活するための福祉の

しくみを理解すること）において、両日の平均値間に統計的に有意な差が見られた。

Ⅴ 地域包括ケア論・共修授業
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図５-14 共修授業評価票（第１回目・第２回目）



・長崎純心大学現代福祉学科

EC01（自己の目指す専門職の仕事内容や役割を、他の大学・学科生に説明できた）、

EC10（地域住民が地域で生活するための医療のしくみを理解すること）において、両日

の平均値間に統計的に有意な差が見られた。

以上のことから、今回の共修授業の効果は長崎大学保健学科に非常に大きく出ているこ

とが明らかになった。また、長崎大学医学科と保健学科に共通してプラスの変化が観察さ

れるEC03、EC10、EC11から、共修授業の一般目標（GIO）であった「将来の多職種連携

に繋がる医療と福祉の視点を持ち合わせた人材の育成を目指す」ことについて一定の成果

があったといえよう。

一方、長崎純心大学現代福祉学科については、長崎大学医学科と保健学科のように大き

な変化はなかった。しかし、７人編成グループに現代福祉学科生が１人しかいないグルー

プワークにおいてどれだけ福祉の立場を主張できるか危惧される状況の中で、EC01にお

けるプラスの変化から、福祉の専門職の仕事内容や役割を長崎大学医学部生に説明できた

ことは一定の評価ができる。

また、EC10でのプラスの変化とも勘案すると、共修授業の一般目標（GIO）であった

「将来の医療職と福祉職との多職種連携に繋がる資質を養う」ことについても一定の成果

があったといえよう。
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表５-１ 一元配置分散分析と対応のあるｔ検定による分析結果
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特別講義資料（潮谷 有二 氏）
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Ⅵ　主体的学びの展開
　　～リサーチマインドの醸成～





１ 第２回九州・山口家庭医療学セミナー

⑴ 期 日 平成27年６月20日㈯・21日㈰

⑵ 場 所 九州地区国立大学 島原共同研修センター（島原市礫石原町）

⑶ 主 催 九州・山口 家庭医療学セミナー 実行委員会

⑷ 共 催 日本プライマリ・ケア連合学会 学生・研修医部会 九州沖縄支部

⑸ 後 援 日本プライマリ・ケア連合学会

⑹ 概 要

① 第１日目

・基調講演

東京大学大学院医学系研究科医学教育国際研究センター 講師 孫 大輔 氏

・セッション１・２

多職種ケースカンファレンス１、医療の根っこ、いのちの授業 他

・ポスターセッション・学生セッション

② 第２日目

・早朝セッション

・セッション３・４

多職種ケースカンファレンス２、日本の貧困、選択の化学 他

・クロージング

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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写真６-１ 基調講演・多職種ケースカンファレンス

写真６-２ 第２回九州・山口家庭医療学セミナー



⑺ 参加者

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 戸口 四郎

現代福祉学科３年 市川加奈子、北村 春菜、桑原 薫、澤田 寿美、福田 史織

水田 小夏、横山 千夏

⑻ 評 価

セミナー参加者には、本セミナーが意図した多職種連携についてどのような学びを得たか

を評価するため、図７-１に示す質問紙調査を行った。そのうち、必須セッションであった

多職種ケースカンファレンス１、２について集計しグラフ化した。

その結果、１日目と２日目の多職種ケースカンファレンスについて、大きな変化はないが、

２回のグループワークを通して他大学・他学科の学生と学びの視点や思いを共有できている

ことは、本セミナーの大きな意義であったと考える。また、他大学・他学科の学生のことを

理解したり、自分たちのことを伝えたりすることについては今後の課題といえる。
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図６-１ セミナー評価票



⑼ 学生の感想（一部）

○ このような大規模なセミナーへの参加は初めてだったので、「多職種連携」につ

いてどのようなケースカンファレンスになるのだろうかと不安に思いながらも、楽

しみにしていた。実際に他大学の学生さんと話したり、一緒にケースを検討してい

くうちに、自分が専門としている分野（介護・福祉）について、他の分野の学生さ

んにはあまりよく知られていないと感じた。自分たちにとっては当たり前の知識で

あっても、専門としていない人にとっては当たり前ではなくなる事実にとても驚い

た。例えば「介護福祉士とヘルパーはどう違うの？」「社会福祉士って何する人？

必要なの？」という質問をいただいたり、「介護福祉士が喀痰吸引できるとか知ら

なかった」という意見もあった。その一方で「特別養護老人ホームと養護老人ホー

ムの違いって何？」「介護報酬って何？」という質問に対して、専門としている自

分が一番わかっていなければいけないことなのに即答できなかったりして、改めて

自分の勉強不足を痛感した。それでも、医療・看護・薬・リハ等の学生さんたちと

一つのケースを検討していくのは楽しかったし、自分の意見を相手にしっかり伝え

て、アプローチ方法にいかに反映させていくかということがどれほど大切かという

ことがわかった。

今回のセミナーで、同世代の学生さんと自分の夢や仕事への理想、多職種連携を

どう思うか、これからどうしていくべきかなどを熱く語り合い、お互いに知識を共

有することができて、自分にとってとてもよい刺激となった。学生のうちから、

色々な専門分野の人と話ができるので、将来仕事をしていく上で必ず役に立ってく

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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図６-２ セミナー評価



ると思うし、自分の専門性を深めていく上でも、非常に重要な機会となるのは間違

いないだろうと感じた。自分の知識はまだまだで、専門職とは程遠いものだけれど、

こういう機会を活用して成長していきたいと強く感じた。これからもこのような機

会があれば積極的に挑戦し、学び続けていきたいと思う。

〇 今回のセミナーに参加することで、自分にはどのような知識や考え方が足りてい

ないのかということ、これからどのような勉強をしていくべきなのかということを

考える機会になった。

様々な学生や多学科の学生と話をしてみると、同じ学年でも多くのセミナーに参

加したり、自らセミナーなどを主催して意欲的に活動をしている人が沢山いるとい

うことを知って、とても刺激を受けた。自分は今までの大学生活の中で教えられた

ことだけを勉強し、自分の関心や疑問解決のために何か行動することがなかったの

で、もっと視野を広げて物事を見たり考えたりしないと、様々な活動や経験をして

いる多学科の人たちと同じフィールドに立って多職種連携を目指していくのは難し

いのではないかと思った。

今回のセミナーに参加したことで入学してからの３年間でいかに自分が勉強をし

てこなかったかということを実感した。カンファレンスの際も、どの学科の人たち

もクライエントの事だけでなく、その家族や環境などにも目を向けて発言をしてい

たため、そういう視点で物事を捉えることは福祉の学生だけが行えることではない

ということが分かった。だからこそ福祉を学ぶ学生として、その視点から出たこと

をどのように制度につなげてクライエントの問題解決をはかるかということを発言

するべきだったと思うが、自分の勉強不足であまり発言することが出来ず、とても

悔しい思いをした。

このことから、自分が学んでいることを自信を持って話すことが出来るよう、

もっと理解を深めていきたいと思う。今回のセミナーに参加しなかったら、自分の

現状や純心の学生がいかに勉強をしていないかということに気付けなかったと思う。

気付くことが出来なかったら特に危機感も持たず勉強をせずに卒業をしていたこと

になったと思うので、セミナーに参加することが出来て良かった。でも、できれば

１・２年生の時にこのようなセミナーに参加できていればよかったなとも思う。

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載して

いる。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

２ イイトコ発見プロジェクト

⑴ 期 日 平成27年８月５日㈬〜11日㈫

⑵ 場 所 島根県雲南市大東町上久野

⑶ 主 催 雲南市、雲南市立病院、NPO おっちラボ

⑷ 協 力 東京大学

⑸ 概 要

本プロジェクトは、久野地区の地域住民をはじめ雲南市、雲南市立病院、NPO 法人、東
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京大学等、大学教育機関の協働で実施されており、東京大学の体験活動プログラムとしても

位置づけられている。

① 第１日目（８月５日）

・イイトコ発見プロジェクト概要説明

・地域住民による雲南市久野地区についての説明

・ヒアリング、地区踏査、質問紙調査等の手法を用いたフィールドワーク（久野地区）

② 第２日目（８月６日）

・地元小学生とフィールドワーク（久野地区）

・ラベルワーク

・振り返りシートの記入、フィードバック

③ 第３日目（８月７日）

・雲南市立病院見学

・地域住民との共同作業

・ラベルワーク

・振り返りシートの記入、フィードバック

④ 第４日目（８月８日）

・地域自主組織、地元企業へのヒアリングと見学

・収集した地域のイイトコについて、カテゴリー間の関連性を検討

・振り返りシートの記入、フィードバック

・地域行事体験

⑤ 第５日目（８月９日）

・発表資料作成

・フィールドワーク（久野地区）

・地域住民に対して成果発表（久野交流センター）

・振り返りシートの記入、フィードバック

⑥ 第６日目（８月10日）

・フィールドワーク（久野地区）

・雲南市立病院大谷順院長に対して成果発表（かみくの桃源郷）

⑦ 第７日目（８月11日）

・イイトコ発見プロジェクト総括

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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写真６-３ 地域住民との共同作業・地区踏査



⑹ 参加者

奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 石原 理子、大関 あい、芳田 彩夏

現代福祉学科３年 市川加奈子、北村 春菜、福田 史織、横山 千夏

⑺ 学生の感想

○ 私は、今回いいところを探しに来て、福祉の勉強でも大切だと学んできたエンパ

ワメントの視点からみていくことを身につけることができたと思います。しかし、

住民の方から「お嫁に来るとしたら本当に来れる？」とか「悪いところもたくさん、

これについてあなたたちがどう考えるかも知りたい」ということを伺って、いいと

ころだけでなく、課題からどうしていくかを考えていくことも大切なことではない

かと思いました。いいところだけでは甘い！という言葉を住民の方からいただきま

した。これは、いいところを見つけにいったからこそ、そして、信頼関係を築くこ

とができたからこそだと思います。

○ 今回このプロジェクトに参加して、様々なことを学ぶことができました。

フィールドワークをしたことがなかったので、初めてしてみると、地域の人たち

と話し続けることも難しく、地域の特徴をつかむことが難しかったです。

しかし、住民の方が話をふって下さったりすることもあり、優しさを感じました。

また、久野の人たちはお茶や野菜をくださり、私の地元とは違う温かさを実感しま

した。他分野の方や他県の人たちと触れあうことはなかなかないので、とても良い

経験をすることができました。
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写真６-４ 地域住民に対して成果発表



３ 平成27年度 第３回 長崎地域医療セミナー in GOTO

⑴ 目 的

本セミナーは、地域での活躍を志す学生さんに医療や福祉に通じた地域との早期の関わり

合いを提供し、離島やへき地で貢献できる人材の育成を目指しています。

⑵ 対 象 長崎大学 医学部医学科１〜３年生

長崎純心大学 福祉系学科１〜４年生

地域医療や地域包括ケアに関心のある全国の医療福祉系学生

⑶ 期 日 平成27年８月21日㈮〜23日㈰

⑷ 場 所 長崎県五島市富江町「五島市富江町公民館」

⑸ 主 催 長崎大学、長崎医療セミナー実行委員会

⑹ 共 催 長崎県、五島市、五島医師会、長崎県五島中央病院、

長崎純心大学医療・福祉連携センター

⑺ 概 要

① 第１日目

・開会挨拶及びセミナー趣旨説明

長崎大学 地域医療学分野 教授 前田 隆浩 氏

・学生実行委員長挨拶

長崎大学医学部医学科 ３年 森 颯馬 君

・五島市表敬訪問

・講義①「各医療機関および施設について」

・実習①「島内医療機関実習」

・ウェルカムレセプション（他大学生との交流）

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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図６-３ 実習医療機関及び施設



② 第２日目

・講義②「地域医療学入門」 長崎大学 地域医療学分野 助教 小屋松 淳 氏

・講義③「五島の家庭医療、NEXTジェネレーション！」

徳州会グループ 家庭医療部 センター長 佐野 潔 氏

・講義④「手ぶらでマスター〜明日から役立つ多職種連携〜」

長崎大学 へき地病院再生支援・教育機構 准教授 中桶 了太 氏

・講義⑤「医療と福祉の連携」 上智大学 総合人間科学部 教授 栃本一三郎 氏

・講義⑥・実習②「救急現場での対応」

長崎大学病院 救急救命センター 准教授 山下 和範 氏

・講義⑦「離島医療を担うためのキャリア形成」

長崎県上五島病院 院長 八坂 貴宏 氏

・講義⑧「地域住民の持つパワーとは〜限界集落の調査研究を踏まえて〜」

武蔵野大学 人間科学部 准教授 渡辺 裕一 氏

③ 第３日目

・ワークショップ①前半「『くらし』を支える診療・支援を考える」

・講義⑨「Eその人らしさFを支える多職種連携の実際」

長崎みなとメディカルセンター市民病院 社会福祉士 宮川 江利 氏

・ワークショップ②後半「『くらし』を支える診療・支援を考える」

・ワークショップ③発表「『くらし』を支える診療・支援を考える」

・総括・アンケート記入

・地域体験学習
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写真６-５ 栃本先生の講義

写真６-６ ワークショップの様子



⑻ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 荒田 瑠美、戸口 四郎、中尾よしの、芳田 彩夏

現代福祉学科３年 梅本 由衣、横山 千夏

人間心理学科３年 鈴田 紘子

現代福祉学科２年 石丸阿佑美、尾﨑 美杜、金子 虹風、川口 裕貴

⑼ 学生の感想（一部）

○ 今回、地域医療セミナーに参加させていただき、普段聞くことができないような

先生方のお話を聞くことができたり、ワークショップを通して、多職種連携の難し

さや大切さを学ぶことができました。講義では、医療と福祉の両方の側面から地域

医療、地域包括ケアについて学び、視野を広げることができたと思います。私は地

域包括ケアについて、これまでにも学んできましたが、まだまだ知識が足りていな

いと痛感しました。今回の講義内容を活かし、今後の学びに繋げたいです。

また、ワークショップを通して他分野の学生と意見交換を行い、視点の違いを実

感しました。自分の専門分野である福祉の視点から意見を言い、理解してもらえる

ように伝えることは大変でした。そのため、専門分野について私自身が理解し、そ

れを他分野の人に伝えることができなければ、多職種連携を実現させることは難し

いと思います。まずは自分の専門分野について極め、他分野の領域について理解を

示していくことで、尊敬できる関係ができたら良いと考えました。また、多職種連

携をすることにより、結果として利用者の利益につながると思います。利用者のこ

とを考えた支援方法を多職種で考えていくことが大切だと思いました。

○ 今回の長崎地域医療セミナーに参加したことで、専門的知識や技術の理解と多職

種のことを知ること、そして、それら多職種との連携の大切さを学んだ。また、五

島という離島の地域医療現場を実際に見ることで、地域医療の現実やその背景にあ

る地域の若者の不足や高齢者の増加、過疎化による問題などを知ることができた。

そのような現実や問題がある中で、福祉職または介護職としてどのような支援を提

供する必要があるのか、また、どのように多職種と連携し、利用者が安全でより良

い生活を送ることができるよう協力していくのか考えることができ、とても良い経

験となった。だが、その中で、専門性を活かすことができるように、福祉職や介護

職としての知識や技術を学ぶ必要があり、福祉の専門職としての責任感や自分から

意見していく積極性が必要であると思った。また、地域で共に働く様々な多職種へ

の理解も必要であり、専門的の部分でわからないところなど聞く姿勢も必要である

と思った。今回のセミナーでは、医療、特に医師となる学生の方々や地域連携を学

んできた先輩の方々と様々な話をすることができ、自分の知識や経験が不足してい

ることを痛感した。対等な立場として、協力していけるように努力が必要であると

思った。

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載して

いる。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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４ 第４回全国シンポジウム「日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して、理想的医師・

医療者育成教育の展開を考える 2015」学生ポスターセッション

⑴ 日 時 平成27年11月７日㈯ 12：30〜18：30

⑵ 場 所 秋田キャッスルホテル（秋田市中通）

⑶ 主 催 秋田大学医学部、秋田大学医学部 附属病院

⑷ 共 催 全国地域医療教育協議会、あきた医師総合支援センター、秋田医学会、

秋田大学医学部 総合地域医療推進学講座、

秋田大学大学院 医学系研究科医学教育学講座

⑸ 後 援 秋田県、秋田県医師会、秋田県歯科医師会、秋田県薬剤師会、

秋田県看護協会、秋田県病院協会、秋田県病院薬剤師会

⑹ 概 要

① 発表１「第３回 長崎地域医療セミナー in GOTO〜定義から方法へ、卵一人ひとりが考え

た多職種連携とは？〜」（長崎大学・長崎純心大学）

② 発表２「『長崎多職種連携・たまごの会』〜たまごたちが動きだした！医療と福祉のイノ

ベーション from 長崎」（長崎大学・長崎純心大学）

③ 発表３「多くの離島を抱える鹿児島の医療―今私たちにできること―」（鹿児島大学）

④ 発表４「初年次ゼミにおける英語医療面接 OSCE 後のモチベーションに関するアンケー

ト調査」（秋田大学）

⑺ 参加者

潮谷 有二 教授、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科４年 戸口 四郎

現代福祉学科３年 梅本 由衣、横山 千夏

人間心理学科３年 鈴田 紘子

現代福祉学科２年 石丸阿佑美、川口 裕貴
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写真６-７ 発表１

写真６-８ 発表２



Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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写真６-９ 学生ポスターセッション

図６-４ 学生ポスター（セミナー・たまごの会）



⑻ 学生の感想

〇 私は、長崎大学と長崎純心大学共催で行われた五島セミナーについてのプレゼン

に参加させていただきましたが、ポスター作成からシンポジウムまでの準備期間、

グループのメンバーと沢山悩み、先輩方に助けていただきながら、さまざまな意見

を交わし、何度も発表の練習を行いました。その結果として、本番では自信を持っ

て、落ち着いて発表をすることができました。このように、一つの目標に向かって、

グループのメンバーと共に取り組み、結果につなげることができたことは、これか

らの私たちの取り組みにとってさらなるレベルアップにもなることを実感しました。

そして、他大学の学生さんの取り組みについて知り、刺激を受けることで自分自身

の意識の向上につながることも実感することができました。

今回、多職種連携をテーマとした五島セミナーとたまごの会の取り組みについて

プレゼンを行いましたが、今回の秋田全国シンポジウムに向けて取り組んだ学生の

活動そのものが連携であったのではないかと考えます。五島セミナーやたまごの会、

そして秋田全国シンポジウムに参加するにあたって多くの出会いがありました。そ

こで築いたネットワークをさらに深め、広げ、継続させていくことを目標にこれか

らの活動につなげていきます。

〇 今回、秋田全国シンポジウムに参加することができ、準備から発表まで関わって

いくことができました。何もかも初めてでわからないことばかりだったのですが、

先生方や先輩方、仲間から何度も助けていただき、無事に発表を終えることができ

ました。私は「長崎多職種連携たまごの会」についてのポスターの発表に携わった

のですが、発表後に他大学の先生からこれからのたまごの会についてのご質問をい

ただいたり、たまごの会をとても前向きに評価してくださいました。そのことから、

たまごの会についてとても関心を向けてくださっているということを感じることが

できました。今回のような機会があることによって全国にたまごの会の取り組みを

伝えることができ、新たな可能性が生まれてくるのではないかと強く感じることが

できました。今後は今回の経験を活かしていけるように、これから改めて考えてい

きたいと思います。

なお、参加学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載している。

（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）
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５ 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会第３回総会・学術集会

⑴ 期 日 平成28年１月30日㈯

⑵ 場 所 長崎大学医学部（講義室・記念講堂）

⑶ 主 催 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会

⑷ 概 要

① プレカンファランス・セミナー

「忙しい医療現場で、誰が何をどのようにフィードバックするか」

モデレーター

独立行政法人国立病院機構長崎医療センター総合診療科 向原 圭 氏

② ポスターセッション：発表・討論

発表１「第３回 長崎地域医療セミナー in GOTO〜定義から方法へ、卵一人ひとりが考え

た多職種連携とは？〜」（長崎大学・長崎純心大学）

発表者 長崎純心大学現代福祉学科３年 梅本 由依

長崎純心大学人間心理学科３年 鈴田 紘子

長崎大学医学部医学科３年 森 颯馬

発表２「『長崎多職種連携・たまごの会』〜たまごたちが動きだした！医療と福祉のイノ

ベーション from 長崎」（長崎大学・長崎純心大学）

発表者 長崎純心大学現代福祉学科３年 澤田 寿美

長崎純心大学現代福祉学科３年 福田 史織

長崎大学医学部医学科１年 草野 浩平
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― 197 ―

写真６-11 発表者及び協力者

写真６-10 ポスターセッション発表



③ 特別講演「脳を知り、認知症を予防する」

東北大学加齢医学研究所 所長 川島 隆太 教授

⑸ 参加者

宮野 准教授、森 事務

現代福祉学科４年 石原 理子、大関 あい、中尾よしの、芳田 彩夏

現代福祉学科３年 梅本 由衣、桑原 薫、澤田 寿美、福田 史織、横山 千夏

人間心理学科３年 鈴田 紘子

長崎大学医学科３年 荒倉 由佳、森 颯馬

長崎大学医学科２年 内田 直子

長崎大学医学科１年 草野 浩平

６ 学生がつくる教育福祉シンポジウム「教育×福祉×自分 ∼この学び、大学生の本気

で伝えたい∼」

⑴ 日 時 平成28年２月13日㈯ 13：00〜17：00

⑵ 場 所 I-site なんば

⑶ 主 催 大阪府立大学 教育福祉学類 学生団体 教福伝え隊

〈大阪府立大学 後援会チャレンジくん採択事業〉

⑷ 共 催 大阪府立大学 教育福祉研究センター／コラボ支援推進室

⑸ 概 要

このシンポジウムは大阪府立大学に教育福祉学類が設置されてから４年目となり、初の卒

業生が出るという節目に合わせて４年生の学生が主体的に企画・運営し開催されたものであ

る。

① 「教育福祉学類での学び」の発表

・地域の教育力を支えるつながり（地域×教育×自分）

大阪府立大学教育福祉学類４年 難波 真理 さん

・教育福祉学類で学んだ私が考える保育の可能性（保育×教福×自分）

大阪府立大学教育福祉学類４年 藤岡 佳 さん

・地域福祉での住民と専門職のかかわり方（コミュニティ×支え合い×自分）

大阪府立大学教育福祉学類４年 泉谷 俊 さん

・医療にかかるまでのハードルと、病院内外の連携の必要性について

（医療福祉×連携×自分）

大阪府立大学教育福祉学類４年 高木 美穂 さん

・子どもたち一人一人の自己実現を支えるために、教育福祉で私が学んだこととは？（子ど

も×自己実現×自分）

大阪府立大学教育福祉学類４年 畠山 尚之 さん

② 共創的ディスカッション「教育福祉とはなんだろう」
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③ 分科会

分科会①「『おくる言葉』作成 ―教育福祉学類で学びを言葉に―」

分科会②「貿易ゲーム ―教育福祉を体感しよう―」

分科会③「私の教育福祉 ―参加者それぞれの立場で語り合う―」

⑹ 参加者

宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、吉田 麻衣 助教

現代福祉学科３年 市川加奈子、澤田 寿美、横山 千夏

長崎大学医学部医学科２年 内田 直子

⑺ 学生の感想（一部）

〇 私はたまごの会に入り、医療や看護の学生の方々と話す機会はあっても、同じ福

祉を学んでいる他大学の学生の話を聞く機会はなかったので、教育福祉学類の学生

の話を聞けてよかったと思えました。

学びのプレゼンでは、４年間の学びの集大成を話してくださり、共感できる部分

もたくさんありました。また、こういう考え方もあるのかと、自分の中での福祉の

考え方の幅も広がったように感じました。そして、プレゼンテーション力も高く、

その方々がどのようなことを伝えたいのかということが簡潔にわかりやすく発表さ

れていました。また司会進行など、技術を盗むではないですが、自分自身のお手本

とし、これから、勉強会を行うとき、人前で話すとき、普段の生活の中で活かして

いきたいと考えました。

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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写真６-13 長崎純心大学、長崎大学参加者と教福伝え隊

写真６-12 共創的ディスカッションの様子



２日目に教育福祉学類の学生の方と語り合う場を作って頂きましたが、学年を超

えた関係が凄いと思いました。私はゼミの先輩と関わる機会はあっても児童福祉

コースの先輩と関わる機会はあまりありませんでした。それが当たり前すぎて疑問

に思ったこともなかったです。けれども、語らいの場で、１年生の学生と４年生の

学生の話を聞いて、私も１年生の時からこんなに主体的に動けていたら良かったと

後悔しました。そして、１年生の時の自分だったらこのように主体的に動くことは

難しかったとも思いました。環境を整えるではないですが、長崎純心大学でも縦の

繋がりを強くして、これから現代福祉学科で学んでいく後輩が少しでも、成長でき

る場づくりをしていきたいと思いました。

〇 シンポジウムでは、大阪府立大学の「教育福祉学類」の特徴、そしてそのユニー

クな授業カリキュラムを受講してきた４年生５名の「４年間での学び」を聴きまし

た。それぞれのプレゼンターは異なるテーマでお話してくれましたが、共通して感

じたことは「『自分と相手の主体性を保ちながら、お互いが良い効果を生んでいる』

環境をつくっている」ということです。プレゼンターの１人は、高校生との関わり

方を通して、大学生が一方的に教える姿勢をとるのではなく、大学生も高校生から

教えてもらう姿勢をとることでお互いの主体性を尊重しながらお互いに良い影響を

与えるというお話をしてくれました。これは色々なシチュエーションに当てはまる

と思います。翌日企画した学生さんたちと交流した時も、「今回のシンポジウムの

計画・運営をする上で、先輩と後輩が互いに『教えあう』環境を心がけていた」と

企画発起人の４年生中村さんは言っていました。同じ目的を持って他の人たちと進

む時、この考えがベースにあることが大切だと改めて感じました。シンポジウムの

中で主催した学生さんが言っていたように、「教育福祉学類では、当たり前のこと

が当たり前に出来てる」と感じました。私自身を含め当たり前のことをすることが

出来ていない学生が多い今日、改めて福祉学類の学生さんの魅力に魅了されました。

他の大学生と話す機会というのは、相手が何をしているのかを知る機会でもあり、

また私たちが何をしているか・出来ているかを再認識できる絶好の機会だと改めて

強く感じました。大阪府立大学の学生さんとの縁をこれから温めていきます。そし

ていつか府立大学の学生さんたちとコラボレーションしてシンポジウムを開きたい

です。

なお、参加した学生の感想は、長崎純心大学医療・福祉連携センターホームページに掲載して

いる。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/news/）
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７ 長崎多職種連携・たまごの会への支援

⑴ 発足の経緯

平成26（2014）年８月、第２回長崎地域医療セミナー in GOTO に参加した長崎純心大学

現代福祉学科の学生と長崎大学医学部医学科の学生はグループワークなどを通して、言葉か

ら連想するイメージが異なることに気づいた。その後、11月に開催された第３回秋田全国シ

ンポジウム学生セッションでの発表準備を通して討議を重ねながら、セミナーでの気づきが

「医療と福祉のフレームの違い」であったことを確信した。

12月、長崎純心大学現代福祉学科と長崎大学医学部医学科の学生は多職種が参加する退院

時カンファレンスに興味を持ち、その打ち合せ会議を見学する機会を得た。

平成27（2015）年１月、退院時カンファレンスの打ち合わせ会議の見学での気づきを共有

する Kickoff 勉強会「多職種連携を考える」を開催したが、その準備過程で、医学科生は

「病気を治すこと」、現代福祉学科生は「利用者とその環境に視点を当て支援していくこと」

に重点をおいていると感じ、専門分野が異なることによる考え方・捉え方（＝フレーム）の

違いを再認識した。

３月、長崎純心大学現代福祉学科と長崎大学医学部医学科の学生は、「多職種のたまご同

士が生きた知識を教え合い共に育つ場づくり、そして地域包括ケアを引っ張っていく存在に

なる」ことを目標に掲げ、「長崎多職種連携・たまごの会（以下、たまごの会）」を結成する

とともに、顧問には、永田康浩教授（長崎大学大学院地域包括ケア教育センター長）が就任

した。

その後、たまごの会は、所属学科を広げメンバー数を増やし、平成28年２月15日現在で表

６-１に示すまでに成長している。

表６-１ たまごの会のメンバー構成

大 学 学年 人数

長崎大学

医学部医学科

1 2

2 6

3 1

医学部保健学科
1 1

2 1

長崎純心大学
人文学部現代福祉学科

1 1

3 9

4 0 ※

人文学部現代福祉学科 2 1

22

※すでにたまごの会を引退しているが、OB・OG として６人がいる。

⑵ 活動状況

たまごの会の活動は、定期ミーティングと勉強会から成り立っており、その概要は以下の

とおりである。

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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① 定期ミーティング

定期ミーティングは、さらに「近況報告TIME」と「ディスカッション TIME」から構成

されている。前者は定期的に開催される勉強会について担当者が活動の進捗状況を報告し合

うもので、これによって、メンバー全員が情報共有を図ることができるようになっている。

後者は、メンバーが持ち回りで自分たちが学んだことを報告しながら、根拠をもって話した

り、相手に伝わるように話したりするなど表現力の育成を目指すものである。

② 勉強会

定期ミーティングをもとに勉強会で取り上げるテーマを決め、企画、SNS による広報、

当日の司会、運営を勉強会の担当メンバーで行っている。勉強会のテーマは活動内容に記し

ており、テーマに沿った講師の先生を招いている。参加者は、たまごの会のメンバーをはじ

め、他大学の学生、一般の方など毎回30名近くの方々が参加をしている。

たまごの会発足からこれまで（予定も含む）の活動状況をまとめると表６-２のとおりと

なる。

表６-２ たまごの会活動報告

開 催 日 活 動 内 容

平成27年３月３日
勉強会のあり方について話し合い

たまごの会誕生

平成27年４月19日 MSW について知る勉強会

平成27年５月Ｘ日 緩和ケアカンファレンス見学

平成27年７月４日 緩和ケアカンファレンス見学で学んだことの共有勉強会

平成27年10月４日 栄養サポートチームについて知る勉強会

平成27年10月17日 シンポジウム「長崎から発信する『医療と福祉の融合と調和』」にて発表

平成27年11月７日 秋田大学第４回全国シンポジウム「学生ポスターセッション」にて発表

平成28年１月16日 出生前診断・生命倫理について考える勉強会

平成28年１月30日 日本プライマリ・ケア連合学会長崎支部学術集会「ポスターセッション」にて発表

平成28年３月26日（予定） 残薬問題・訪問薬剤師の役割を知る勉強会

平成28年４月（予定） 栄養サポートチームの役割と課題を考える勉強会

平成28年５月28日（予定） 長崎県地域生活定着支援センターについての勉強会

なお、たまごの会の活動の詳細は「長崎多職種連携・たまごの会 Facebook」に掲載して

いる。（https://www.facebook.com/nagasakitamago）

⑶ 活動を通しての学生の気づき

たまごの会のメンバーは、これまでの活動を通して、以下の気づきを得ることができたこ

とを秋田大学第４回全国シンポジウム「学生ポスターセッション」にて発表した。

① 患者・利用者を中心と捉える各専門職の視点を知ることも必要

自分の専門性を高めながら、他職種の使命・役割の理解を深めることに留まらず、各専門

職がどのようにそれぞれの専門性を活かして、患者・利用者に関わるのか＝患者・利用者中

心の多職種の視点も養う必要があることに気づいた。

② 私たち「たまご」は、地域包括ケアを「引っ張っていく」のではなく、「支える」存在で

ある

地域包括ケアシステムは、地域の方たちが住み慣れた場所で、自分らしく生きるためのシ
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ステムである。そのため、地域の方たちの主体性を尊重しながら、医療・保健・福祉従事者

たちも、自らの主体性を持って地域包括ケアシステムを「支える」存在にならねばならない

と気づいた。

③ 長崎から始まる Innovation

たまごの会の活動を通して、普段の大学生活ではあまり出会うことのない、他大学・他学

部の学生同士が交流を深めながら、ともに成長を遂げている。

日々メンバーたちは精進しており、新しい知識を学ぶことで喜びを覚え、次の学びに自ず

から繋がっている。

長崎大学医学部の学生と共に活動する中で、言語の解釈や価値観の違いに戸惑い、

自分の思いを伝えられず、もどかしさを感じることも多くありました。また、どのよ

うな活動をするのかほとんど分からないまま、たまごの会の一員になり、手探りでの

活動でした。しかし、月１回の定期ミーティングや勉強会の準備・開催、シンポジウ

ムや学会での発表を通して、少しずつですが、相手の意見に耳を傾けたり相手の考え

を尊重したりできるようになりました。また、シンポジウムや学会で発表する機会を

設けていただき、多くの先生方に声をかけていただくこともありました。たまごの会

の一員にならなければ、視野を広げられないまま卒業していたかもしれません。今後

は、下の学年の学生も巻き込んで、たまごネットワークを広げていきたいと思います。

たまごの会部長

長崎純心大学現代福祉学科３年 福田 史織

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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図６-５ たまごの会の紹介記事

（平成27年10月21日付「長崎新聞」）



８ 共修科目（NICE キャンパス長崎）

⑴ 目 的

長崎大学と長崎純心大学が連携して共修科目である「NICE キャンパス長崎」の科目を15

コマ設定し、学生時よりキャリアデザインについて他職種学生と共に学ぶことにより、互い

をよく理解し、尊重できる専門職、職種を越えて価値観を共有できる人材の育成を目指す。

① ｢NICE キャンパス長崎」は、平成13年度からスタートした単位互換制度であり、長

崎県内全ての大学、短期大学及び高等専門学校が参加している。

② ｢NICE」の名称は、Nagasaki Intercollegiate（大学間）Credit（単位）Exchange

（互換）の頭文字である。

③ 単位互換制度は、各大学等が提供している授業科目（コーディネート科目、教養科目、

専門科目）の中から、希望する科目を履修し、科目開設大学で単位を修得すれば所属

大学の単位として認定される制度である。

⑵ 科目名 「地域から世界へ輝く女性たちとそのサポート」（２単位）

本科目は、今、地域・世界の最前線の現場で活躍する先輩方を中心に、多方面からの講義

を聞き、Visionをもつ大切さ・キャリアデザイン・ワークライフバランスについて考える講

義である。

⑶ 開講場所 長崎大学薬学部 ５階研修室

⑷ 開講日時 平成27年４月８日〜７月29日 毎週水曜開講（16：30〜18：00）

⑸ 受講生

長崎純心大学 人文学部・現代福祉学科４年 15人

人文学部・児童保育学科４年 2人

人文学部・現代福祉学科３年 9人

人文学部・人間心理学科３年 12人

人文学部・比較文化学科１年 2人

人文学部・児童保育学科１年 7人

小 計 47人

長崎大学 医学部・医学科１年 14人

医学部・保健学科１年 1人

医学部・保健学科２年 1人

歯学部・歯学科１年 2人

薬学部・薬科学科１年 7人

教育学部１年 12人

環境科学部・環境科学科１年 1人

経済学部１年 1人

小 計 39人

合 計 86人
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⑹ 授業計画表及び長崎純心大学受講者数

期 日 テ ー マ 及 び 講 師 受講者数

４月８日
〇「地域」「女性」そして「輝き」について―プロローグ―

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 永田 康浩
36

４月15日
〇救急科医師・フライトドクター 〜人生でのいろんな選択〜

長崎医療センター救命救急センター 医師 増田 幸子
43

４月22日
〇「人生の計は勤にあり」すべてのキャリアに求められる接遇力

インターナショナル エア アカデミー長崎校 校長 田中美吉子
42

５月13日
〇これからの時代に求められるコミュニケーション力とは（初級編）

JMS 日本経営サポート協会 代表 安永誠太郎
36

５月20日
〇これからの時代に求められるコミュニケーション力とは（中級編）

JMS 日本経営サポート協会 代表 安永誠太郎
33

５月27日
〇アドラー流コーチングコミュニケーション

arbre 代表 ビジネスコーチ・ファシリテーター 大城あゆみ
36

６月３日
〇仕事のやりがいと家庭

長崎大学病院 臨床研究センター 副センター長 福島 千鶴
43

６月10日
〇女子も男子もスマイルライフ！

長崎大学病院 医療教育開発センター センター長 浜田 久之
39

６月17日
〇魅力あるキャリアデザインを描くために〜医療ソーシャルワーカー編〜

長崎みなとメディカルセンター市民病院 医療ソーシャルワーカー 宮川 江利
41

６月24日
〇創る・選ぶ 私のキャリア

EQトレーナー 松田 美和
39

７月１日
〇創る・選ぶ 私のキャリア

EQトレーナー 松田 美和
37

７月８日
〇人生の経験値 我が家のキセキ

長崎大学病院 第二外科 医師・長崎県福祉保健部福祉保健課 藤田 文彦・利枝
36

７月15日
〇長崎大学・川内村復興推進拠点での活動

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 保健学専攻看護学講座 助教 折田真紀子
35

７月22日
〇魅力あるキャリアデザインを描くために〜介護福祉士編〜

社会福祉法人日輪会特別養護老人ホーム かたふち村 アドバイザー 中道 聖子
39

７月29日
〇総合討論―エピローグ―

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 永田 康浩
27

⑺ 授業評価

NICE キャンパスでは、受講後、図６-４に示す質問紙調査を実施している。これらの調

査からは、NICE キャンパスに参加した学生たちがさまざまな地域・現場の第一線で活躍す

る先輩達や幅広い経験を持つ講師の講義を通して、自身のキャリア形成を見つめ直し、知見

を広げる契機になっていることが分かった。また、異なる学習背景を持つ学生たちとのグ

ループワークを通じて、学生たちがお互いに自身の考えや学びの相互理解を図り、積極的に

教え合い、学び合いながら、多職種連携の素地を身に付けつつあることも読み取れた。

Ⅵ 主体的学びの展開 〜リサーチマインドの醸成〜
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図６-４ NICEキャンパスアンケート

写真６-14 NICEキャンパス長崎の様子



Ⅶ　各種委員会





１ 運営委員会

⑴ 根 拠

長崎純心大学では、長崎純心大学医療・福祉連携センター規則第４条に基づき、センター

の管理運営について審議するため運営委員会を設置し、次に掲げる委員をもって組織してい

る。

・センター長

・現代福祉学科教員（若干名）

・センター教職員

・総務部広報担当

・総務部メディアオフィス室長

・学事部入試広報課長

・学事部教務課長

・実習指導センター主事

・地域連携センターセンター長

⑵ 平成26年度開催状況

① 第６回運営委員会

・日 時 平成27年３月23日㈪ 14：35〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

日本社会福祉学会第62回秋季大会（口頭発表Ｂ）

テキストマイニングに関する研究会実施

「地域を支え地域を科学する総合診療医の養成」プロジェクトシンポジウム参加

リサーチマインドを持った総合診療医の養成第２回合同フォーラム参加

第55回 医学教育セミナーとワークショップ参加

平成26年度 下五島地区離島医療教育研究会参加

日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会 第２回総会・学術集会ポスターセッ

ション発表

名古屋学院大学 学校訪問

長崎県内地域包括支援センター訪問報告（宮野 准教授）

島原市地域包括支援センター

佐々町地域包括支援センター

対馬市地域包括支援センター

第７回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」参加

日本保健福祉学会主催 第２−４回 研究セミナー参加

平成26年度 上五島地区離島医療教育研究会参加

彩の国連携力育成プロジェクト中間報告会参加

Ⅶ 各種委員会
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〇 事業関係諸会議報告（宮野 准教授）

事業企画委員会開催

第12回事業企画委員会 平成26年12月８日㈪ 18：30〜

第13回事業企画委員会 平成27年１月19日㈪ 18：30〜

第14回事業企画委員会 平成27年２月９日㈪ 18：30〜

第15回事業企画委員会 平成27年２月23日㈪ 18：30〜

第２回長崎県地域包括ケア教育推進委員会

日時 平成26年12月19日㈮ 16：30〜17：30

場所 長崎大学医学部セミナー室４・５

長崎地域包括ケア教育外部評価委員会

日時 平成27年２月19日㈭ 15：00〜16：00

場所 長崎大学医学部セミナー室４・５

第７回臨床実習ワーキンググループ

日時 平成27年１月22日㈭ 15：00〜16：00

場所 長崎大学医学部地域医療セミナー室

共修科目に係る打合せテレビ会議

日時 平成27年１月22日㈭

場所 長崎純心大学医療・福祉連携センター及び長崎大学地域包括ケア教育セン

ター

〇 授業参観報告（宮野 准教授）

長崎大学医学部医学科「医と社会」

日時 平成26年11月５日㈬ 14：40〜16：10

平成26年11月12日㈬ 14：40〜16：10

平成26年11月19日㈬ 14：40〜16：10

平成26年12月24日㈬ ８：50〜16：00

長崎純心大学「医療的ケア」

日時 平成27年２月24日㈫ ９：00〜17：45

平成27年２月25日㈬ ９：00〜17：45

〇 共修関係報告（潮谷 センター長）

科目名 長崎大学医学部「医と社会」（7.5単位の一部）

長崎純心大学「地域包括ケア論」（２単位）

対 象 長崎大学医学部医学科 約124人

長崎大学医学部保健学科 約107人

長崎純心大学 約50人

担当教員 潮谷 有二 センター長、宮野 澄男 准教授、奥村あすか 助教、

吉田 麻衣 助教

場 所 長崎純心大学ケアセンター扇町、

長崎大学文教キャンバス（スカイホール、A11、A23、A33教室）

※インターネットで結んだ遠隔授業
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〈共修授業予定日〉

特別講義 平成27年10月28日㈬ 14：40〜16：10

第１回授業 平成27年11月４日㈬ 13：00〜16：10

第２回授業 平成27年11月11日㈬ 13：00〜16：10

〇 今後の事業予定（潮谷 センター長）

地域における医療と介護の連携に関する研究会開催

報告書作成

『事業報告書』（1,000部印刷）

『調査研究報告書』（5,000部印刷）

平成27年度事業について

シナリオ（事例）作成

多職種連携 DVD 作成

平成27年度 NICE キャンパス開催

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森 事務）

〇 未来医療研究人材養成拠点形成事業・テーマＢ（平成27年度事業予算書）報告（森

事務）

⑶ 平成27年度開催状況

① 第１回運営委員会

・日 時 平成27年５月27日㈬ 16：15〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 センター事業報告（宮野）

平成27年度 NICE キャンパス概況報告

第１回共修のためのワーキンググループ参加

第８回臨床実習ワーキンググループ参加

第14回長崎大学 地域医療研究会参加

長崎ケアネットワーク講演会参加

「医と社会」１年体験学習（リハビリテーション施設）参観

〇 事業企画委員会開催報告（吉田 助教）

第１回事業企画委員会 平成27年４月13日㈪ 18：30〜

第２回事業企画委員会 平成27年４月27日㈪ 18：30〜

第３回事業企画委員会 平成27年５月11日㈪ 19：00〜

第４回事業企画委員会 平成27年５月25日㈪ 19：00〜

〇 「地域包括ケア論」概要報告（宮野 准教授）

〇 今後の事業予定（吉田 助教）

壱岐地区離島医療教育研究会参加

日本老年科学会第57回大会発表

第２回九州・山口家庭医療学セミナー参加

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森 事務）

Ⅶ 各種委員会
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② 第２回運営委員会

・日 時 平成27年７月29日㈬ 16：15〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

第87回「生と死」を考える市民のためのネットワーク参加

第15回長崎大学 地域医療研究会参加

壱岐地区離島医療教育研究会参加

第２回九州・山口家庭医療学セミナー参加

日本死の臨床研究会九州支部2015年度支部総会・第37回研究集会参加

平成27年度第１回長崎地域包括ケア教育推進委員会参加

長崎多職種連携・たまごの会勉強会参加

地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム参加

〇 学会発表報告（奥村 助教）

日本老年科学学会第57回大会

第20回在宅ケア学会 学術集会

〇 事業企画委員会開催報告（奥村 助教）

第５回事業企画委員会 平成27年６月８日㈪ 19：00〜

第６回事業企画委員会 平成27年６月22日㈪ 19：00〜

第７回事業企画委員会 平成27年７月13日㈪ 19：00〜

第８回事業企画委員会 平成27年７月27日㈪ 19：00〜

〇 共修関係報告（宮野 准教授）

長崎大学医学部との共修授業計画

長崎大学医学部との共修授業ワーキンググループ

〇 今後の事業予定（潮谷 センター長）

平成27年度第１回長崎県地域包括ケアシステム構築支援委員会出席

イイトコ発見プロジェクト参加計画

シスター江角ヤス先生ゆかりの地及び雲南市永井隆博士記念館訪問計画

長崎地域包括ケア教育管理・運営委員会出席

第３回長崎地域医療セミナー in GOTO 参加

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森 事務）

③ 第３回運営委員会

・日 時 平成27年10月21日㈬ 14：35〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室１

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

イイトコ発見プロジェクト参加報告

シスター江角ヤス先生ゆかりの地及び雲南市永井隆博士記念館訪問報告

長崎地域包括ケア教育管理・運営委員会参加報告

第３回長崎地域医療セミナー in GOTO 参加報告
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聖フランシスコ病院職員研修会参加報告

大阪府立大学21世紀科学研究機構「教育福祉研究センター」第４回キックオフセミ

ナー参加報告

平成27年度 対馬地区 離島医療教育研究会参加報告

〇 学会発表報告（吉田 助教）

日本社会福祉学会第63回秋季大会

〇 事業企画委員会開催報告（奥村 助教）

第９回事業企画委員会 平成27年６月８日㈪ 19：00〜

第10回事業企画委員会 平成27年９月29日㈫ 19：00〜

第11回事業企画委員会 平成27年10月19日㈪ 19：00〜

〇 共修関係報告（潮谷 センター長）

「地域包括ケア論」開講報告

第３回共修授業ワーキンググループ参加

第４回共修授業ワーキンググループ参加

第５回共修授業ワーキンググループ参加

共修授業リハーサル参加

共修授業概要報告

〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森 事務）

④ 第４回運営委員会

・日 時 平成27年12月３日㈭ 16：15〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室１

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

高度リハビリテーション専門職の養成推進フォーラム

長崎大学地域医療フォーラム

地域医療と介護の連携に関する研究会

地域医療研究会・第９回九州 EBM work shop in 長崎

都市部の在宅医療を考えるシンポジウム

今、この島に求められている介護と医療を考よう「この島で生きる」

第52回九州医療ソーシャルワーカー研修会さが大会

平成27年度スクールソーシャルワーカー基礎研修（第１回）

〇 事業企画委員会報告（宮野 准教授）

第12回事業企画委員会 平成27年11月９日㈪ 19：00〜

第13回事業企画委員会 平成27年11月23日㈪ 19：00〜

〇 秋田全国シンポジウム学生セッション報告（潮谷 センター長）

〇 共修授業に係る報告

① 共修授業概要（吉田 助教）

② 第６回共修授業ワーキンググループ報告及び共修授業評価票、学生感想（奥村

助教）

③ 共修授業総括（潮谷 センター長）

Ⅶ 各種委員会
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〇 長崎純心大学医療・福祉連携センター収支報告（森 事務）

〇 今後の予定（宮野 准教授）

長崎大学公開講座「多職種協働で守る口と体の健康」

平成27年度第２回長崎地域包括ケア教育推進委員会

２ 事業企画委員会

⑴ 根 拠

長崎純心大学医療・福祉連携センター規則第５条の規定に基づき、センターが行う「未来

医療研究人材養成拠点形成事業」調査研究の充実を図るため、事業企画委員会を設置する。

⑵ 事 業

事業企画委員会は、その目的を達成するため次の事業を行う。

① 我が国の保健医療分野と福祉分野との連携状況と課題把握

② 医療・福祉連携センターが行う調査研究案の企画

③ 保健医療分野と福祉分野との連携システム構築に関する調査研究計画の企画

④ その他の地域包括ケア体制の推進に関する理論的かつ実践的な調査研究の企画

⑶ 組 織

氏 名 所 属 等

委 員 長 潮 谷 有 二 長崎純心大学医療・福祉連携センター長 教授

委 員 原 田 奈津子 長崎国際大学 准教授

委 員 永 富 幸 美
社団法人長崎医師会

長崎市桜馬場地域包括支援センター 社会福祉士

委 員 嶺 尚 江
医療法人昭和会

長崎市戸町・土井首地域包括支援センター 社会福祉士

委 員 宮 川 江 利
地方独立行政法人長崎市立病院機構

長崎みなとメディカルセンター市民病院 社会福祉士

委 員 井 上 加菜子
特別医療法人春回会

長崎北病院 社会福祉士

委 員 宮 野 澄 男 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 准教授

委 員 奥 村 あすか 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 助教

委 員 吉 田 麻 衣 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 助教

委 員 森 万 記 長崎純心大学医療・福祉連携センター教職員 専任事務

（平成28年２月１日現在）

⑷ 平成27年度開催状況

① 第１回事業企画委員会

・日 時 平成27年４月13日㈪ 18：30〜

・場 所 長崎純心大学Ｊ棟 会議室２

・主な議題

〇 平成26年度事業報告（奥村 助教・吉田 助教）

対馬市地域包括支援センター訪問
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日本保健福祉学会主催 第２−４回 研究セミナー参加

平成26年度 上五島地区離島医療教育研究会参加

彩の国連携力育成プロジェクト中間報告会参加

地域における医療と介護の連携に関する研究会実施

〇 平成27年度事業計画（潮谷 センター長）

NICE キャンパス実施

地域包括ケア論概要

多職種連携 DVD 教材作成

② 第２回事業企画委員会

・日 時 平成27年４月27日㈪ 18：30〜

・場 所 長崎純心大学ケアセンター扇町

・主な議題

〇 事業報告

長崎多職種連携・たまごの会第１回勉強会報告（たまごの会代表）

第14回地域医療研究会参加（宮野 准教授）

〇 共修授業報告（潮谷 センター長）

③ 第３回事業企画委員会

・日 時 平成27年５月11日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター（旧ケアセンター扇町）

・主な議題

〇 地域包括ケア論シナリオ（事例）における基本要素の検討（自由討論）

医療ソーシャルワーカーの立場から

地域包括支援センターの社会福祉士の立場から

④ 第４回事業企画委員会

・日 時 平成27年５月25日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学地域連携センター

・主な議題

〇 地域包括ケア論シナリオ（事例）における基本要素の検討（自由討論）

第３回事業企画委員会逐語録要旨から

Ⅶ 各種委員会
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⑤ 第５回事業企画委員会

・日 時 平成27年６月８日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 長崎大学医学部医学科１年及び保健学科１年の混成グループによる学外施設実習報告

（宮野 准教授・奥村 助教・吉田 助教）

〇 地域包括ケア論シナリオ（事例）案に対するフリー・トーキング（潮谷 センター長）

⑥ 第６回事業企画委員会

・日 時 平成27年６月22日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 日本老年科学会第57回大会発表報告（奥村 助教・吉田 助教）

〇 第２回九州・山口家庭医療学セミナー参加報告（宮野 准教授）

〇 地域包括ケア論シナリオ（事例）案に対するフリー・トーキング（潮谷 センター長）

⑦ 第７回事業企画委員会

・日 時 平成27年７月13日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

日本死の臨床研究会九州支部2015年度支部総会・第37回研究集会参加報告（宮野 准

教授）

潮谷ゼミ OGOB 会報告（奥村 助教）

長崎多職種連携・たまごの会勉強会報告（吉田 助教）

地域包括ケア人材養成コース推進フォーラム参加報告（宮野 准教授）

〇 学会発表プレゼンテーション（奥村 助教・吉田 助教）

〇 共修授業計画書報告（宮野 准教授）

一般目標、行動目標、評価規準

〇 地域包括ケア論シナリオ（事例）案に対するフリー・トーキング（潮谷 センター長）
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⑧ 第８回事業企画委員会

・日 時 平成27年７月27日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 「地域包括ケア論」概要報告（宮野 准教授）

〇 イイトコ発見プロジェクト計画報告（奥村 助教）

〇 雲南市永井隆博士記念館及びシスター江角ヤス先生ゆかりの地訪問計画報告（吉田

助教）

〇 第３回長崎地域医療セミナー in GOTO 計画報告（宮野 准教授）

〇 地域包括ケア論シナリオ事例案に対するフリー・トーキング（潮谷 センター長）

⑨ 第９回事業企画委員会

・日 時 平成27年９月17日㈭ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

イイトコ発見プロジェクト参加（奥村 助教）

雲南市永井隆博士記念館及びシスター江角ヤス先生ゆかりの地訪問（吉田 助教）

第３回長崎地域医療セミナー in GOTO 参加（宮野 准教授）

聖フランシスコ病院職員研修会参加（吉田 助教）

〇 共修授業ワーキンググループ報告（潮谷 センター長）

共修概要

事例シナリオ及び利用者情報カード

〇 シンポジウム「長崎から発信する『医療と福祉の融合と調和』」計画報告（潮谷 セン

ター長）

〇 第４回全国シンポジウム「日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して理想的医師・医

療者育成教育の展開を考える2015」計画報告（潮谷 センター長）

Ⅶ 各種委員会
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⑩ 第10回事業企画委員会

・日 時 平成27年９月29日㈫ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

日本社会福祉学会第63回秋季大会発表（奥村助教）

大阪府立大学21世紀科学研究機構「教育福祉研究センター」第４回キックオフセミ

ナー（吉田助教）

〇 共修授業事例シナリオ及び利用者情報カード（未定稿）の検討（潮谷 センター長）

〇 今後の事業予定（潮谷センター長）

平成27年度 対馬地区 離島医療教育研究会参加

シンポジウム「長崎から発信する『医療と福祉の融合と調和』」実施

⑪ 第11回事業企画委員会

・日 時 平成27年10月19日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

共修授業リハーサル実施（宮野 准教授）

平成27年度 対馬地区 離島医療教育研究会参加（奥村 助教）

シンポジウム「長崎から発信する『医療と福祉の融合と調和』」報告（吉田 助教）

〇 秋田全国シンポジウム学生セッションプレゼンテーション

長崎地域医療セミナー班（長崎大学医学部医学科生・長崎純心大学生）

たまごの会班（長崎大学医学部医学科生・長崎純心大学生）

〇 今後の事業予定（潮谷 センター長）

共修授業の実施

第52回九州医療ソーシャルワーカー研修会佐賀大会参加

シンポジウム「長崎から発信する『医療と福祉の融合と調和』」実施
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⑫ 第12回事業企画委員会

・日 時 平成27年11月９日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

高度リハビリテーション専門職の養成推進フォーラム参加

長崎大学地域医療フォーラム参加

地域医療と介護の連携に関する研究会開催

秋田全国シンポジウム学生セッション報告

〇 共修授業に係る報告及び協議（潮谷 センター長）

⑬ 第13回事業企画委員会

・日 時 平成27年11月23日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

地域医療研究会・第９回九州 EBM work shop in 長崎参加（宮野 准教授）

都市部の在宅医療を考えるシンポジウム参加（奥村 助教）

今、この島に求められている介護と医療を考よう「この島で生きる」参加（吉田 助

教）

第52回九州医療ソーシャルワーカー研修会さが大会（奥村 助教）

〇 共修授業に係る報告及び協議（潮谷 センター長）

共修授業概要報告

共修授業における評価尺度の分析

意見交換

〇 今後の事業予定（宮野 准教授）

地域包括ケア論予定

スクールソーシャルワーカー基礎研修参加

Ⅶ 各種委員会
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⑭ 第14回事業企画委員会

・日 時 平成27年12月14日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告（宮野 准教授）

平成27年度スクールソーシャルワーカー基礎研修参加

長崎大学公開講座「多職種協働で守る口と体の健康」参加

平成27年度第２回長崎地域包括ケア教育推進委員会参加

〇 共修授業における評価尺度の分析（潮谷 センター長）

〇 「地域包括ケア論」授業評価票の分析（潮谷 センター長）

〇 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会第３回総会・学術集会発表（潮谷 セン

ター長）

〇 今後の事業予定（宮野 准教授）

「第２回地域包括支援センターにおける業務実態等に関する調査」

医療・福祉連携センター「事業報告書」作成

⑮ 第15回事業企画委員会

・日 時 平成28年２月８日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

長与町地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

たまごの会勉強会参加（吉田 助教）

平成27年度長崎市地域包括ケア推進協議会第１回医療・介護連携部会参加（潮谷 セ

ンター長）

第６回現任者等スキルアップ研修参加（奥村 助教）

シンポジウム「テキストマイニングとデジタル・ヒューマニティーズ」参加（吉田

助教）

日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会第３回総会・学術集会参加（宮野 准教

授）

佐々町教育委員会訪問（宮野 准教授）

佐々町地域包括支援センター「生きがい教室」参観（宮野 准教授）

松浦市地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

平成27年度特別シンポジウム「知って、考え、行動する！それぞれの在宅ケア」参加

（奥村 助教）

第28回九州・沖縄社会精神医学セミナー（吉田 助教）

〇 「地域包括支援センターにおける業務実態等に関する調査」進捗状況報告

（潮谷 センター長）

〇 今後の事業予定（宮野 准教授）

東彼杵町地域包括支援センター訪問

大村市地域包括支援センター訪問
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雲仙市地域包括支援センター訪問

島原市地域包括支援センター訪問（地域ケア会議参加）

南島原市地域包括支援センター訪問

学生がつくる教育福祉シンポジウム参加

第８回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」参加

⑯ 第16回事業企画委員会

・日 時 平成28年２月22日㈪ 19：00〜

・場 所 長崎純心大学 地域連携センター

・主な議題

〇 事業報告

東彼杵町地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

大村市地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

雲仙市地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

島原市地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

南島原市地域包括支援センター訪問（宮野 准教授）

第８回全国シンポジウム「地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？」（奥

村 助教）

〇 学生プレゼンテーション「学生がつくる教育福祉シンポジウム」

発表者 現代福祉学科３年 澤田 寿美、横山 千夏

〇 今後の事業予定（潮谷 センター長）

（仮称）医療と福祉の専門職を目指す学生たちのフォーラム開催

なお、事業企画委員会の詳細は、長崎純心大学医療・福祉連携センターのホームページ及び

Facebook に掲載している。（http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/study/committee/）

Ⅶ 各種委員会
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研究スタッフ





研究スタッフ

氏 名 職 名

１ 潮 谷 有 二
長崎純心大学医療・福祉連携センター センター長

長崎純心大学人文学部現代福祉学科 教授

２ 宮 野 澄 男 長崎純心大学医療・福祉連携センター 准教授

３ 奥 村 あすか 長崎純心大学医療・福祉連携センター 助教

４ 吉 田 麻 衣 長崎純心大学医療・福祉連携センター 助教

５ 森 万 記 長崎純心大学医療・福祉連携センター 専任事務

研究スタッフ
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未来医療研究人材養成拠点形成事業

（テーマB：リサーチマインドを持った総合診療医の養成）

事 業 報 告 書
（平成27年３月〜平成28年２月）

平成28年３月25日発行

長崎純心大学 医療・福祉連携センター

（センター長 潮谷 有二）

〒852-8558 長崎市三ツ山町235番地

TEL ：095-842-8787 FAX：095-842-8788

E-mail：cmw@n-junshin.ac.jp

http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/

Facebook：https://www.facebook.com/cmw.n.junshin



未来医療研究人材養成拠点形成事業
（テーマB：リサーチマインドを持った総合診療医の養成）

事 業 報 告 書

長崎純心大学 医療・福祉連携センター平成28年3月
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Liaison Center

長崎純心大学 医療・福祉連携センター
〒852-8558 長崎県長崎市三ツ山町235番地

TEL 095-842-8787    FAX 095-842-8788

E-mail:cmw@n-junshin.ac.jp

http://www.n-junshin.ac.jp/cmw/


